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一
、
は
じ
め
に

　

前
稿
（
一
）１
で
は
、
享
保
期
の
江
戸
城
西
丸
へ
の
献
上
本
の
扣
え
と
考

え
ら
れ
る
、
観
世
文
庫
の
江
戸
中
期
写
の
謡
本
の
書
誌
を
紹
介
し
、
幕
府

が
関
わ
る
形
で
観
世
大
夫
清
親
時
代
に
謡
本
の
詞
章
の
改
訂
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
、
西
丸
へ
の
献
上
本
の
本
文
を
さ
ら
に
改
訂
す
る
形
で
、
後
の

明
和
改
正
謡
本
に
至
る
本
文
改
訂
が
行
わ
れ
た
可
能
性
に
言
及
し
た
。
こ

の
西
丸
へ
の
献
上
本
の
扣
え
に
つ
い
て
は
、
殆
ど
が
外
組
に
属
す
る
曲
の

謡
本
で
、
主
に
Ａ
・
紺
表
紙
の
一
群
と
、
Ｂ
・
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
の

一
群
と
、
Ｃ
・
渋
表
紙
の
一
群
の
三
種
の
謡
本
が
あ
り
、
前
稿
（
二
）
に

お
い
て
Ａ
・
紺
表
紙
の
一
群
の
謡
本
か
ら
、「
輪
蔵
」「〔
花
月
〕」「
岩
舩
」「
鶴

亀
」「
土
蜘
蛛
」「
半
蔀
」「
藍
染
川
」「〔
小
鍛
冶
〕」
を
取
り
あ
げ
、
検
討

し
た
。
本
稿
で
は
Ｂ
・
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
の
一
群
の
謡
本
か
ら
、「
鷺
」

「〔
野
守
〕」「
知
章
」「
経
政
」「
箙
」
を
取
り
あ
げ
、本
文
を
検
討
し
た
い
。

こ
の
う
ち
、「
鷺
」「〔
野
守
〕」「
経
政
」「
箙
」
の
本
文
（
改
訂
が
加
え
ら

れ
て
い
る
が
、
元
の
本
文
）
は
同
筆
で
あ
る
。

　

前
稿
（
二
）
で
は
、
元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
、
及
び
明
和
改

正
謡
本
と
の
比
較
を
基
本
と
し
た
が
、「
輪
蔵
」「
岩
舩
」「
鶴
亀
」「
半
蔀
」

に
つ
い
て
は
、
Ｂ
・
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
の
一
群
に
も
伝
本
が
あ
る
こ

と
か
ら
、合
わ
せ
て
対
校
し
て
い
る
。
そ
の
際
、「
輪
蔵
」「
岩
舩
」「
鶴
亀
」

で
は
、
Ａ
・
紺
表
紙
謡
本
中
の
改
訂
本
文
の
方
が
、
Ｂ
群
中
の
伝
本
よ
り

享
保
期
の
江
戸
城
西
丸
へ
の
謡
本
献
上
と
謡
曲
改
訂
（
三
）

高　

橋　

悠　

介
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も
明
和
改
正
謡
本
に
近
い
傾
向
が
あ
っ
た
が
、「
半
蔀
」
で
は
Ｂ
群
中
の

伝
本
の
改
訂
本
文
の
方
が
明
和
改
正
謡
本
に
近
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
ま

た
、
Ａ
Ｂ
両
群
の
謡
本
の
関
連
の
深
さ
も
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

享
保
年
間
の
西
丸
へ
の
献
上
謡
本
の
本
文
を
考
え
る
上
で
は
「
家
重
公

御
本
」
と
追
記
さ
れ
て
い
る
〔
室
町
期
〕
写
謡
本
の
改
訂
書
入
れ
が
重
要

で
あ
り
、前
稿（
一
）で
は「
恋
の
お
も
に
」「
花
月
」「
輪
蔵
」「
野
守
」「
鷺
」

の
五
曲
に
つ
い
て
各
一
冊
ず
つ
、
そ
う
し
た
謡
本
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し

た
上
で
、
前
稿
（
一
）（
二
）
を
通
し
て
、「
恋
の
お
も
に
」「
花
月
」「
輪

蔵
」
の
本
文
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
稿
で
は
ま
ず
、
Ｂ
・
石
畳
艶
出
模

様
紺
表
紙
謡
本
に
対
応
曲
が
あ
る
「
鷺
」「
野
守
」
を
取
り
あ
げ
た
後
、「
知

章
」「
経
政
」「
箙
」
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡

本
は
、
い
ず
れ
も
詞
章
改
訂
の
書
入
れ
が
あ
る
〔
江
戸
中
期
〕
写
本
で
あ

る
（
書
誌
に
つ
い
て
は
前
稿
参
照
）。

　

そ
の
際
、
こ
れ
ら
の
謡
本
の
前
後
に
位
置
す
る
版
本
と
し
て
、
江
戸
中

期
に
広
く
流
布
し
た
外
組
版
の
元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
、
及
び

特
異
な
本
文
を
持
つ
明
和
改
正
謡
本
と
も
対
校
す
る
。
元
禄
三
年
六
月
山

本
長
兵
衛
刊
本
は
、
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
五
234
の
外
組
二
十
冊
百
番
本
を

用
い
た
。
ま
た
、
明
和
改
正
謡
本
は
、
従
来
の
内
組
・
外
組
の
構
成
を
大

き
く
変
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
三
年
六
月
刊
本
で
外
組
に
入
っ
て
い

る
曲
の
一
部
が
、
明
和
刊
本
で
は
内
組
に
入
っ
て
い
る
（
今
回
の
対
象
曲

で
は
、
野
守
・
経
政
が
明
和
本
で
は
内
組
）。
対
校
本
に
は
、
観
世
文
庫

81
／
1
／
8
・
15
（
内
組
）・
同
81
／
2
／
8
（
外
組
）
を
用
い
た
が
、「
鷺
」

は
内
組
・
外
組
か
ら
独
立
し
た
習
十
番
に
含
ま
れ
る
た
め
、
明
和
改
正
謡

本
を
改
装
し
た
観
世
文
庫
34
／
1
／
1
に
含
ま
れ
る
本
文
を
用
い
た
。

　

以
上
に
つ
い
て
、
次
の
略
号
を
用
い
て
主
な
校
異
を
示
す
。

［
元
］：
元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
五
234
）

［
石
］：
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
「
鷺
」「
知
章
」「
経
政
」「
箙
」（
観

世
文
庫
。
鷺
100
／
17
／
1
、
知
章
123
／
2
／
33
、
経
政
・
箙
100
／
17
／

2
）

［
家
］：「
家
重
公
御
本
」
と
追
記
さ
れ
た
室
町
末
期
写
紺
表
紙
九
行
本
「
鷺
」

（
観
世
文
庫
・
四
78
）、
室
町
末
期
写
雲
母
模
様
表
紙
中
本
「
野
守
」（
観

世
文
庫
2
／
6
／
5
）

［
明
］：
明
和
改
正
謡
本
（
観
世
文
庫
81
／
1
／
8
・
15
及
び
81
／
2
／
8

及
び
34
／
1
／
1
）

た
だ
し
、「
野
守
」
に
つ
い
て
は
、
西
丸
献
上
識
語
の
あ
る
石
畳
艶
出
模

様
紺
表
紙
本
（
後
掲
［
七
］）
の
他
に
、
西
丸
献
上
識
語
を
有
し
な
い
も
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の
の
関
連
の
深
い
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
が
あ
る
こ
と
か
ら
、［
石
］

の
略
称
を
用
い
ず
、
次
の
よ
う
に
［
一
］［
七
］
の
略
称
で
区
別
す
る
。

［
一
］
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
「
野
守
」（
123
／
2
／
23
）

［
七
］
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
七
番
綴
謡
本
「〔
石
橋
〕・〔
鉄
輪
〕・〔
野
守
〕・

〔
東
方
朔
〕・〔
巴
〕・〔
西
王
母
〕・〔
嵐
山
〕」（
100
／
17
／
3
）

　

当
該
校
異
の
位
置
は
［
元
］
で
の
丁
付
に
よ
り
示
し
た
。
漢
字
の
宛
て

方
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
謡
う
際
に
同
じ
音
に
な
る
詞
は
、
原
則
的
に
校

異
に
取
ら
な
い
な
ど
、
校
異
の
掲
出
方
法
は
、
前
稿
（
二
）
に
倣
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
今
回
は
、
本
文
を
見
消
し
て
改
訂
本
文
を
傍
記
す
る
よ
う

な
箇
所
の
場
合
、
本
文
の
脇
に
も
可
能
な
範
囲
で
傍
記
の
様
子
を
再
現
し

た
。
前
稿
で
は
、
小
さ
な
傍
記
が
読
み
づ
ら
い
こ
と
か
ら
、
本
文
に
続
く

括
弧
に
入
れ
て
示
し
て
い
た
が
、
小
さ
く
て
も
傍
記
し
た
方
が
最
終
的
な

本
文
が
わ
か
り
や
す
い
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
処
置
に
改
め

た
。［　

］
内
に
複
数
の
伝
本
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
、
表
記
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
場
合
も
あ
る
が
、最
初
に
挙
げ
た
本
の
本
文
を
掲
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
朱
な
ど
で
な
い
墨
筆
に
よ
る
改
訂
は
、
色
を
注
記
し
な
い
。

二
、「
家
重
公
御
本
」
と
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本

「
鷺
」「〔
野
守
〕」

◆
鷺

　
「
鷺
」に
つ
い
て
は
、「
家
重
公
御
本
」と
追
記
さ
れ
た
室
町
末
期
写
本（
改

訂
書
入
れ
あ
り
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
文
筆
跡
を
同
じ
く
す
る
片
面
九

行
の
紺
表
紙
袋
綴
謡
本
十
二
冊
の
う
ち
の
一
冊
で
あ
る
。
法
政
大
学
能
楽

研
究
所
編
『
観
世
宗
家
所
蔵
文
書
目
録
（
付
解
題2
）』
に
は
、
次
の
よ
う

な
解
題
が
あ
る
。

紺
表
紙
九
行
本
「
鷺
」

253
×
203
（
稿
者
注
、
寸
法
単
位
は
粍
）。
斐
紙
題
箋
。
墨
付
三
丁
。

余
白
の
末
丁
に
ハ
と
同
じ
花
押
が
あ
る
（
稿
者
注
、
ハ
は
本
文
同
筆

の
紺
表
紙
九
行
本
十
二
冊
中
の「
九
世
戸
」）。墨
筆
・
茶
色（
鈍
い
朱
）・

朱
筆
・
青
色
に
よ
る
文
句
や
節
付
の
訂
正
加
筆
が
多
く
、
加
筆
の
節

付
を
白
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
所
も
多
い
。
末
丁
の
不
明
花
押
に
並
べ
て

墨
筆
で「
元
忠（
花
押
）」と
あ
り
、そ
の
裏
に
茶
色
で「
重
成（
花
押
）」

と
あ
る
。
ま
た
裏
表
紙
裏
貼
り
に
青
で
「
家
重
公
御
本　

十
二
月
九

日　

清
親
（
花
押
）」
と
あ
る
。
重
成
の
署
名
は
自
筆
と
認
め
ら
れ
、
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茶
色
の
加
筆
が
最
も
早
く
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。元
忠
の
署
名
は
、

元
忠
本
を
参
照
し
た
後
人
の
模
写
に
相
違
な
く
、
墨
筆
訂
正
の
文
句

が
宗
節
筆
の
43
と
一
致
す
る
（
但
し
、
そ
れ
を
今
の
形
に
直
し
た
墨

筆
も
混
じ
る
）。
朱
の
加
筆
は
青
の
分
よ
り
後
ら
し
い
。
原
本
文
は

今
の
形
や
43
の
詞
の
部
分
が
か
な
り
違
う
（
稿
者
注
、
43
は
観
世
文

庫
の
観
世
宗
節
（
元
忠
）
筆
中
本
「
さ
ぎ
」）。

前
稿
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
二
番
綴
謡
本
「
道
成
寺
・

鷺
」
の
「
鷺
」
末
尾
に
朱
書
さ
れ
た
「
十
二
月
九
日
西
丸
上
ル
」
と
い
う

識
語
と
、
紺
表
紙
九
行
本
の
「
家
重
公
御
本　

十
二
月
九
日　

清
親
（
花

押
）」
と
い
う
記
事
が
対
応
し
て
お
り
、
西
丸
献
上
識
語
は
西
丸
に
い
た

将
軍
継
嗣
・
家
重
に
対
す
る
献
上
を
意
味
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
西
丸
献

上
識
語
を
有
す
る
謡
本
の
多
く
に
改
訂
の
書
入
れ
が
あ
り
、
そ
の
改
訂
結

果
は
、西
丸
献
上
本
の
本
文
か
ら
変
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、

こ
の
紺
表
紙
九
行
本
「
鷺
」
と
、石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
二
番
綴
謡
本
「
道

成
寺
・
鷺
」
の
「
鷺
」
を
、
元
禄
三
年
六
月
刊
本
、
及
び
明
和
改
正
謡
本

と
対
校
す
る3
。

　

な
お
、
二
番
綴
謡
本
「
道
成
寺
・
鷺
」
の
末
尾
に
は
、
延
宝
八
年
四
月
、

元
禄
十
七
年
三
月
、
宝
永
二
年
、
宝
永
三
年
五
月
、
宝
永
四
年
四
月
、
宝

永
五
年
三
月
、
享
保
十
九
年
三
月
、
宝
暦
十
一
年
四
月
の
「
鷺
」
の
上
演

記
録
が
、
観
世
元
章
の
筆
跡
で
記
さ
れ
て
い
る4
。
ま
た
同
書
の
う
ち
「
道

成
寺
」
末
尾
に
も
青
筆
で
「
十
二
月
十
一
日
西
丸
ヘ
上
ル
」
と
記
し
て
い

る
が
、
こ
の
識
語
は
胡
粉
で
消
さ
れ
て
お
り
、
ひ
と
ま
ず
「
道
成
寺
」
は

今
回
の
検
討
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。

＊
［
家
］
室
町
末
期
筆
紺
表
紙
九
行
大
本
「
鷺
」（
四
78
ホ
）

［
石
］
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
二
番
綴
謡
本
「
道
成
寺
・
鷺
」（
100
／
17
／

1
）「
鷺
」
識
語
「
十
二
月
九
日
西
丸
上
ル
」（
朱
筆
）

【
１
オ
】

［
元
家
石
明
］
御
代
の
し
る
し
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
め
い
く
ん
の
し
る
し
」

と
い
う
本
文
に
「
御
代
の
」
を
傍
記
挿
入
）

【
１
ウ
】

［
元
家
石
明
］
日
数
も
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
日
か
す
をも
」
と
し
て
「
を
」

に
「
も
」
と
傍
記
）

［
元
家
石
明
］
お
な
し
雲
ゐ
の
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
お
な
し
行
ゑ雲
ゐの

」

と
し
て
「
行
ゑ
」
を
線
で
見
消
、「
雲
ゐ
」
と
傍
記
）



─ 451 ─

【
２
オ
】

［
元
家
石
］誠
に
湖
水
の
浪
の
上（
た
だ
し［
家
］は「
こ
ゑす
い
の
波
の
う
へ
」

と
し
「
ゑ
」
を
線
で
見
消
、「
す
」
と
傍
記
）

［
明
］
ま
こ
と
に
湖
水
に
異
な
ら
ず

［
元
家
石
］
眼
の
前
に
尽
ぬ
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
ぬ
」
を
傍
記
し
て
挿
入
）

［
明
］
眼
の
前
に
つ
き

［
元
家
］
松
立
て

［
石
］
松
ふ
り
て
（「
立
て
」
を
胡
粉
抹
消
し
「
ふ
り
て
」
と
上
書
）

［
明
］
松
ふ
り
て

［
元
家
石
］
住
居
は
を
の
つ
か
ら

［
明
］
御
國
の
有
様

［
元
家
石
］
糸
竹
の

［
明
］
琴
笛
の

【
２
ウ
】

［
元
家
石
明
］
あ
の
洲
﨑
の
鷺
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
あ
の
洲
さ
き
に
た

ち
た
るの
鷺
」
と
し
て
五
字
分
を
傍
線
で
見
消
、「
の
」
と
傍
記
。）

［
元
家
石
］
面
白
ふ
候
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
お
も
し
ろ
くう候
み
え
た
り
」

と
し
て
五
字
分
を
傍
線
で
見
消
、
右
に
「
う
候
」、
左
に
「ろ

ふ
候ろ

ふ
候
」
と

傍
記
。［
石
］
は
「
ふ
候
」
は
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

［
明
］
面
白
し

［
元
］
蔵
人
に
と
り
て
参
れ
とれ

と
申
し
付
候
へ

申
候
へ

［
家
］
蔵
人
に
と
り
て
ま
い来
れら
せ

候

へ

と
申
し
付
候
へ
（
七
字
分
を
傍
線
で
見
消
、

「
ら
せ
候
へ
」
と
傍
記
、
そ
の
傍
記
を
傍
線
で
見
消
、
そ
の
右
に
「
来
れ

と
申
し
付
候
へ
」
と
傍
記
）

［
石
］た
れ
に
て
も
と
り
て
来
れ
と
申
付
候
へ（「
た
れ
に
て
も
と
り
」「
来
」

は
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

［
明
］
を
の
こ
ど
も
し
て
取
て
奉
ら
せ
候
へ

［
元
家
石
明
］
あ
の
洲
﨑
の
鷺
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
あ
の
洲
さ
き
にの
鷺立

た
る
鷺
」
と
し
て
五
字
分
を
傍
線
で
見
消
、「
の
鷺
」
と
傍
記
。
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［
元
石
］
折
か
ら
お
も
し
ろ
ふ
お
ほ
し
め
さ
れ
候
間
、
取
て
参
ら
せ
よ
と

の
宣
旨
に
て
候

［
家
］
を

お
り
か
ら
お
も
し
ろ
う
お
ほ
し
め
さ
れ
候
あ
い
た
、と
り
て

と
つ
て
ま
い
ら
せ
よ
と
の
勅せん
じ
に
て
候

定
な
り
（「
を
と
つ
て
」
を
傍
線
で

見
消
、「
お
り
か
ら
お
も
し
ろ
う
お
ほ
し
め
さ
れ
候
あ
い
た
、
と
り
て
」

と
傍
記
。「
勅
定
な
り
」
を
傍
線
で
見
消
、「
せ
ん
じ
に
て
候
」
と
傍
記
）

［
明
］
を
り
か
ら
叡
慮
に
か
な
ひ
た
る
間
、
と
り
て
奉
れ
と
の
宣
旨
に
て

候【
３
オ
】

［
元
家
石
明
］宣
旨
畏
て
承
候（
た
だ
し［
家
］は「
勅せん
し定

畏
て
う
け
給
候
ぬ
」

と
し
て
「
勅
定
」
を
傍
線
で
見
消
、「
せ
ん
し
」
と
傍
記
。「
ぬ
」
を
傍
線

で
見
消
）

［
元
家
石
明
］
い
つ
く
も
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
もい

つ
く
も

と
よ
り
」
と
し
て
傍

線
で
見
消
し
、「
い
つ
く
も
」
と
傍
記
）

［
元
家
石
］
卒
度
の
中
は
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
そ
つ
と
の
う
ち
もは
」
と

し
て
「
も
」
を
傍
線
で
見
消
し
、「
は
」
と
傍
記
）

［
明
］
率
土
の
濱
は

［
元
］
蘆
間
の
陰
に

［
家
石
明
］
あ
し
ま
の
か
け
を

【
３
ウ
】

［
元
家
石
］
歩
み
よ
り
て

［
明
］
走
り
行
て

［
元
家
石
明
］勅
定
そ
や（
た
だ
し［
家
］は
末
尾
の
一
字「
よ
」又
は「
と
」

に
見
消
符
号
を
付
し
て
「
や
」
と
傍
記
）

［
元
］
立
か
へ
つ
て
本
の
方
に
飛
帰
り

［
家
］
た
ち
か
へ
り
て
も
と
の
か
た
に
と
ひ
さか
へ
り

か
り
（
末
尾
三
字
を
傍
線

で
見
消
、「
か
へ
り
」
と
傍
記
）

［
石
］
立
帰
つ
て
本
の
方
に
飛
下
り
（「
立
帰
つ
て
」「
下
り
」
は
胡
粉
抹

消
跡
に
上
書
。）

［
明
］
立
か
へ
り
て
も
と
の
洲
﨑
に
お
り
ゐ
つ
ゝ
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［
元
家
］
龍
顔
に
か
け

［
石
］
叡
覧
に
い
れ
（「
叡
覧
」「
い
れ
」
は
胡
粉
抹
消
の
跡
に
上
書
。）

［
明
］
叡
覧
に
入

［
元
家
石
］
実
か
た
し
け
な
き
王
位
の
恵
み
（
た
だ
し
「
王
位
」
の
部
分
、

［
家
］「
わ
う
ゐ
」、［
石
］「
王
威
」）

［
明
］
実
か
く
か
し
こ
き
御
い
き
ほ
ひ
か
な

［
元
］
頼
も
し
や
と
て

［
家
］
頼
も
し
や
と
て
（「
て
」
傍
線
で
見
消
）

［
石
］
頼
も
し
や
と
（「
と
」
は
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

［
明
］
た
の
も
し
や
と

【
４
オ
】

［
元
家
石
］
佛
法
王
法
の
、
か
し
こ
き
時
の
た
め
し
と
て

［
明
］
神
徳
王
法
の
、
し
る
き
御
時
の
た
め
し
と
て

［
元
家
石
明
］
叡

ア
リ
カ
タ
ヤ
慮
に
か

〳
〵

な
ふ
有
か
た
や
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
ゑ
い
り

よ
をに

か
な
ふ
あ
り
か
た
や

あ
を
く
め
く
み
か〵〳
な
」
と
し
て
九
字
分
を
傍
線
で
見
消
、
右
に
「
ア

リ
カ
タ
ヤ
〳
〵
」、
左
に
「
に
か
な
ふ
あ
り
か
た
や
〳
〵
」
と
傍
記
）

［
元
家
石
明
］
猶
々
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
けな
をに

〳
〵
」
と
し
、
前
二
字

分
を
傍
線
で
見
消
、「
な
を
」
と
傍
記
）

［
元
］
御
め
く
み
、
〳
〵

［
家
］
御
め
く
み
（
続
く
「
〳
〵
」
を
傍
線
で
見
消
）

［
石
］
御
恵
み
（
続
く
「
〳
〵
」
を
胡
粉
で
抹
消
）

［
明
］
御
め
ぐ
み

［
元
家
石
明
］
い
や
ま
し
に
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
みい
や
ま
し
に

ち
み
て
り
」
と
し

て
傍
線
で
見
消
、「
い
や
ま
し
に
」
と
傍
記
）

［
元
］
伎
楽

［
家
］
きぶ
が

ぶ

く
（「
き
」
を
傍
線
で
見
消
、
右
に
「
ぶ
」
と
傍
記
し
て
そ
れ

を
見
消
、
左
に
「
ぶ
」
と
傍
記
）

［
石
明
］
舞
楽

［
元
家
明
］
鷺
の
蔵
人
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［
石
］鷺
の
蔵
人
と（「
人
」を
胡
粉
で
消
し
て
再
度
書
き
直
し「
と
」を
追
記
）

［
元
］
官
を
た
ひ

［
家
］
く
わ
ん
を
た
ふび
（「
ふ
」
を
傍
線
で
見
消
、「
び
」
と
傍
記
）

［
石
］
爵
を
た
ひ
（「
爵
」
は
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

［
明
］
爵
を
た
び

【
４
ウ
】

［
元
］
羽
を
立
て

［
家
石
明
］
羽
を
た
れ
て

［
元
家
石
明
］
松
も
そ
な
る
ゝ
（
た
だ
し
［
家
］
は
二
字
目
（「
つ
」
か
）

を
傍
線
で
見
消
、「
も
」
と
傍
記
）

［
元
］
賢
き
め
く
み
は
君
銅
の

［
家
］
か
し
こ
き
め
く
み
は
く
ん
てた

うう
の
（「
て
う
」
を
傍
線
で
見
消
、「
た

う
」
と
傍
記
）

［
石
］
賢
き
恵
は
君
道
の
（「
道
」、
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

［
明
］
君
の
恵
み
は
、
普
く
て

［
元
家
石
明
］
つ
は
さ
ま
て
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
翅
にまて
」
と
し
て
二
字

目
を
傍
線
で
見
消
、「
ま
て
」
と
傍
記
）

［
元
家
石
］
靡
か
ぬ
方
も

［
明
］
な
び
か
ざ
り
し
も

［
元
家
石
］
ま
し
て
鳥
類

［
明
］
か
ゝ
る
鳥
類

［
元
］
王
位
の
恩
徳
の
か
れ
ぬ
身
と
て

［
家
］王
地位
の
を
ん
と
く
の
か
れ
ぬ
身
そ
と
て（「
地
」を
傍
線
で
見
消
、「
位
」

と
傍
記
）

［
石
］
王
威
の
恩
徳
遁
れ
ぬ
身
ぞ
と
て
（「
威
」、
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

［
明
］
王
威
の
恩
徳
を
う
せ
ぬ
る
身
ぞ
と
て

［
元
］
神
妙

［
石
家
明
］
神
妙
〳
〵
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【
５
オ
】

［
元
家
石
］
は
な
せ
は
此
鷺

［
明
］
放
て
ば
此
鷺

　
［
家
］
の
室
町
末
期
の
本
文
に
他
本
と
異
な
る
部
分
が
多
い
の
は
当
然

と
し
て
、［
家
］
の
書
入
れ
の
改
訂
本
文
が
［
元
石
］
と
一
致
す
る
箇
所

が
多
く
、
さ
ら
に
２
ウ
の
［
石
］「
と
り
て
来
れ
と
申
付
候
へ
」
の
よ
う

に
［
家
］
の
改
訂
本
文
が
［
元
］
と
異
な
り
［
石
］
と
一
致
す
る
箇
所
が

あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。４
オ
の［
石
］「
御
恵
み
」の
返
し
の
抹
消
、［
石
］

「
舞
楽
」
な
ど
は
、［
元
］
と
異
な
る
［
家
石
］
の
最
終
本
文
が
［
明
］
と

一
致
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。［
石
明
］
が
一
致
し
て
［
家
］
と
異
な
る

本
文
を
有
す
る
部
分
は
、［
石
］
が
［
家
］
の
本
文
を
直
し
て
［
明
］
の

形
に
至
る
過
渡
的
な
本
文
で
あ
る
可
能
性
を
示
す
。
２
オ
の
［
石
］「
松

ふ
り
て
」、
３
ウ
の
［
石
］「
叡
覧
に
い
れ
」、
４
オ
の
［
石
］「
爵
を
た
ひ
」

な
ど
が
そ
う
し
た
例
で
あ
る
。
な
お
、
２
オ
の
［
明
］
が
他
本
「
糸
竹
」

を
「
琴
笛
」
と
直
す
の
と
同
様
の
改
訂
は
、
後
述
す
る
五
番
綴
謡
本
「
経

政
・
箙
・
知
章
・
俊
成
忠
度
・
春
栄
」（
100
／
17
／
2
）
の
「
経
政
」
や

明
和
本
の
「
経
政
」
に
も
確
認
で
き
る
。

◆
野
守

　
「
野
守
」
に
つ
い
て
も
、「
家
重
公
御
本
」
と
追
記
さ
れ
た
室
町
末
期
写

本
（
改
訂
書
入
れ
あ
り
）
が
存
在
す
る
。

○
室
町
末
期
筆
雲
母
模
様
表
紙
中
本
「
野
守
」（
2
／
6
／
5
）

十
字
菱
形
雲
母
刷
模
様
表
紙
（
一
九
・
七
×
一
三
・
九
糎
）
左
上
に
金
砂

子
散
書
題
簽
「
野
守
」
を
貼
付
。
袋
綴
、
全
十
一
丁
。
内
題
な
し
。
片
面

六
行
。
後
見
返
し
に
、
朱
筆
で
「
承
応
二
癸
巳
九
月
廿
七
日　

重
清
（
花

押
）」、紺
色
の
筆
で「
家
重
公
御
本　

四
月
十
日　

清
親（
花
押
）」と
あ
る
。

室
町
末
期
写
本
の
本
文
を
朱
で
改
訂
し
た
後
、
紺
筆
で
さ
ら
に
改
訂
し
て

お
り
、「
家
重
公
御
本
」
は
そ
の
紺
筆
が
入
っ
た
段
階
の
本
文
と
考
え
ら

れ
る
。
以
下
の
校
異
で
も
最
終
的
な
改
訂
本
文
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
な

形
で
示
す
が
、
改
訂
が
複
雑
な
場
合
は
独
立
し
た
形
で
示
す
。

　

石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
は
、七
番
綴
謡
本
「〔
石
橋
〕・〔
鉄
輪
〕・〔
野

守
〕・〔
東
方
朔
〕・〔
巴
〕・〔
西
王
母
〕・〔
嵐
山
〕」（
100
／
17
／
3
）
で
、〔
野

守
〕
の
末
尾
に
あ
る
識
語
「
西
丸
へ
上
卯
月
十
日
」（
朱
筆
）
が
先
述
の

室
町
末
期
筆
「
野
守
」（
2
／
6
／
5
）
の
「
家
重
公
御
本　

四
月
十
日

　

清
親（
花
押
）」と
い
う
記
事
と
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
謡
本
は
、〔
鉄
輪
〕

の
初
丁
と
末
尾
の
丁
の
下
方
に
朱
陰
方
印
「
元
章
之
印
」
が
捺
さ
れ
て
い

る
観
世
元
章
手
沢
本
で
あ
る
。〔
野
守
〕
の
上
部
余
白
に
は
、
元
文
元
年
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（
一
七
三
六
）
に
二
丸
で
清
親
が
「
鵜
飼
」「
野
守
」
を
舞
っ
た
番
組
と
演

出
も
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、〔
野
守
〕
末
尾
に
は
、「
西
丸
へ
上
卯
月

十
日
」
と
朱
書
し
た
後
、
一
書
形
式
で
「
杖
ツ
キ
様
」
な
ど
五
箇
条
に
わ

た
り
型
付
を
書
き
、
そ
の
末
尾
に
「
享
保
八
壬
卯
年
二
月
十
七
日
夜　

清

親
」
と
清
親
の
奥
書
が
あ
る
。
な
お
、〔
東
方
朔
〕
末
尾
に
は
、
青
筆
で

「
四
月
十
六
日
西
丸
へ
上
ル
」
と
記
す
。
ま
た
、〔
嵐
山
〕
最
終
丁
裏
末
尾

に
も
「
一
享
保
十
四
年
七
月
廿
四
日
二
丸
小
次
郎
様
江
嵐
山
御
本
章
直
共

相
納
上
ル
」
と
記
す
（
清
親
の
筆
跡
か
）。

　

と
こ
ろ
で
、
観
世
文
庫
の
一
二
三
函
の
謡
本
の
中
に
、
西
丸
献
上
識
語

は
な
い
も
の
の
同
じ
く
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
の
一
番
綴
謡
本
写
本
が
二

冊
（
123
／
2
／
23
・
123
／
2
／
24
）
存
在
し
、
こ
れ
ら
は
観
世
元
章
手
沢

本
の
可
能
性
が
あ
る5
。こ
の
二
冊
は
比
較
的
近
い
本
文
を
有
し
て
い
る
が
、

後
述
す
る
西
丸
献
上
識
語
を
持
つ
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
「
知
章
」

（
123
／
2
／
33
）
と
も
本
文
が
同
筆
で
書
か
れ
て
い
る
一
番
綴
本
（
123
／

2
／
23
）
の
方
を
、
合
わ
せ
て
対
校
の
対
象
と
す
る
。
同
じ
石
畳
艶
出
模

様
紺
表
紙
の
た
め
、
一
番
綴
本
（
123
／
2
／
23
）
を
［
一
］、
七
番
綴
本

（
100
／
17
／
3
）
を
［
七
］
と
略
称
す
る
。

＊
［
家
］
室
町
末
期
筆
雲
母
模
様
表
紙
中
本
「
野
守
」（
2
／
6
／
5
）

［
一
］
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
「
野
守
」（
123
／
2
／
23
）

［
七
］
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
七
番
綴
謡
本
「〔
石
橋
〕・〔
鉄
輪
〕・〔
野

守
〕・〔
東
方
朔
〕・〔
巴
〕・〔
西
王
母
〕・〔
嵐
山
〕」（
100
／
17
／
3
）　
〔
野

守
〕
に
識
語
「
西
丸
へ
上
卯
月
十
日
」。

【
１
オ
】

［
元
家
一
明
］
是
は
出
羽
の
羽
黒ン

山
よ
り
出
た
る
山
伏
に
て
候
（
た
だ
し
、

［
家
］
は
「
か是
は
出
羽
の
羽
黒
山
　
よ
り
い
て
た
る
山
ふ
し
に
て
候

様
に
候
者
は
の
と
の
国
ゆ
す
る
き
の
き
や
く
僧
に
て
候
」

と
し
て
本
文
を
朱
線
見
消
し
て
、「
是
は
出
羽
の
羽
黒
山
ン
よ
り
い
て
た

る
山
ふ
し
に
て
候
」
と
朱
傍
記
）

［
七
］
是
は
出
羽
の
羽
黒
山
よ
り
出
た
る
山行
者伏

に
て
候
（「
山
伏
」
に
見
消

符
号
を
付
し
て
「
行
者
」
と
傍
記
）

［
元
］
我
大
峯
葛
城
に
い
ら
すい

ら
す
ト
モ

候
程
に

［
家
］
我
大
み
ね
か
つ
ら
き
のに
参
ら
す
候
程
に

心
さ
し
あ
る
に
よ
り
（「
の
心
さ
し
あ
る
に

よ
り
」
を
朱
線
見
消
、「
に
参
ら
す
候
程
に
」
と
朱
傍
記
、そ
の
「
参
ら
す
」

の
右
に
「
い
ら
す
ト
モ
」
と
紺
で
傍
記
）

［
一
七
明
］
我
大
峯
葛
城
に
参
ら
す
候
程
に
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［
元
家
一
七
］
此
度
和
州
へ
と
急
候
（
た
だ
し
、［
家
］
は
「
只此
度今

和
州
へ

と
い
そ
き
候
」
と
し
て
、「
只
今
」
を
朱
線
見
消
、「
此
度
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
此
度
和
州
へ
と
志
候

［
元
家
一
七
明
］
床
の
眠
（
た
だ
し
、［
家
］
は
「
ゆと
こか
の
ね
ふ
り
」
と
し

て
「
ゆ
か
」
朱
線
見
消
、「
と
こ
」
と
朱
傍
記
。［
一
七
明
］
は
「
床
」
に

「
ト
コ
」
と
振
仮
名
）

【
１
ウ
】

［
元
家
一
七
］
急
候
程
に

［
明
］
こ
れ
は
は
や

［
元
一
七
明
］
人
を
待
此
あ
た
り
の
名
所
を
も
訪
ね
は
や
と
存
候

［
家
］
ま人
を
ま
ち
て

つ
こ
の
あ
た
り
の
名
所
を
も
人
に
尋
は
や
と
存存
候候

（

お
も
ひ
候「
ま
つ
」
朱

線
見
消
、「
人
を
ま
ち
て
」
と
朱
傍
記
。「
人
に
」
朱
線
見
消
。「
存
候
」

朱
線
見
消
、
右
に
「
存
候
」
と
朱
傍
記
、
左
に
「
お
も
ひ
候
」
と
朱
傍
記

し
て
朱
線
見
消
）

【
２
オ
】

［
元
家
七
明
］
春
の
色
（
た
だ
し
、［
家
］
は
「
春
の
色いろ
）
空

と
し
て
「
色
」

朱
線
見
消
、
左
に
「
空
」
と
朱
傍
記
、
右
に
「
い
ろ
」
と
紺
で
傍
記
）

［
一
］
春
の
そ
ら

［
元
一
七
明
］
誠
に

［
家
］
ま
こ
と

［
元
家
一
七
］
を
と
つ
れ
て

［
明
］
音
高
し

【
２
ウ
】

［
元
家
一
明
］
此
宮
寺
の
名
そ
た
か
き

［
七
］
此
宮
寺
の
名
にぞ
た
か
き
（「
に
」
に
見
消
符
号
を
付
し
、左
に
「
ぞ
」

と
傍
記
）

［
元
家
一
七
］
三
笠
の
山
陰
の
月
か
も

［
明
］
三
笠
野
山
に
出
し
月
か
も

［
元
家
一
七
］
明
州
の
月
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
み
や
う
し
う
の
は
る
日
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の
と
け
き
」
と
い
う
本
文
の
「
み
や
う
し
う
の
」
の
後
に
朱
で
△
印
を
付

し
、
上
部
余
白
に
「
月
な
れ
や
、
こ
ゝ
は
な
ら
の
み
や
こ
の
」
と
朱
書
し

て
挿
入
）

［
明
］
明
州
の
秋

［
元
家
一
七
明
］
尋
ぬ
へ
き
事
の
候
（
た
だ
し
、［
家
］
は
「
た
つ
ねぬ
申
へ

き
事
の
候
」
と
し
て
「
ね
申
」
を
朱
線
見
消
、「
ぬ
」
と
朱
傍
記
）

【
３
オ
】

［
元
家
一
七
明
］
何
事
を
御
尋
候
そ
（
た
だ
し
、［
家
］
は
本
行
の
「
何
事

を
御
尋
候
そ
」
に
「
こ
な
た
の
こ
と
に
て
候
か
」
の
よ
う
に
朱
傍
記
し
、

傍
記
を
朱
線
見
消
）

［
元
家
一
明
］
御
身
は
此
所
の
人
か
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
所
」
に
「
サ
ト
」

と
朱
傍
記
し
、
そ
の
傍
記
を
墨
線
で
見
消
。［
一
］
は
「
所
」
に
「
サ
ト
」

と
朱
傍
記
）

［
七
］御
身方
は
此
所
の
人
か（「
身
」に
見
消
符
号
を
付
し
て「
方
」と
傍
記
）

［
元
家
一
］
野
守
に
て
ま
し
ま
さ
は

［
七
］
野
守
に
て
ま候はしゞ
ま
さ
は
（「
ま
し
ま
さ
は
」
に
見
消
符
号
を
付
し
て

「
候
は
ゞ
」
と
傍
記
）

［
明
］
野
守
に
て
候
は
ゞ

［
元
家
一
七
明
］
水
の
候
は
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
は
」
を
朱
で
追
記
）

［
元
家
一
明
］
事
に
て
候
そ

［
七
］
事
に
て
候
そか
（「
そ
」
に
見
消
符
号
を
付
し
て
「
か
」
と
傍
記
）

【
３
ウ
】

［
元
］
う
つ
し
申
に
よ
つ
て

［
家
］
う
つ
し
候申
に
よ
り

ほ
と
に
（「
候
ほ
と
に
」
朱
線
見
消
、「
申
に
よ
り
」
と

朱
傍
記
）

［
一
七
］
う
つ
し
申
に
よ
り

［
明
］
う
つ
す
に
よ
り

	［
元
家
七
明
］
と
申
候
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
と
はは
申
候
」
と
し
て
「
は
」

に
朱
で
見
消
符
号
を
付
し
、「
は
」
と
朱
傍
記
、
そ
の
傍
記
を
紺
で
見
消
。）

［
一
］
と
は
申
候
（「
と
申
候
」
に
「
は
」
と
追
記
）
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［
元
家
一
七
明
］
又
誠
の
野
守
の
鏡
と
は
（
た
だ
し
、［
家
］
で
は
「
と
」

は
朱
で
追
記
）

［
元
家
一
七
明
］
承
り
及
て
候
へ
（
た
だ
し
、［
家
］
で
は
「
承
り
て
候
へ
」

に
「
お
よ
ひ
」
と
朱
傍
記
）

［
元
家
明
］
申
候
そ
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
申
て
候
」
と
し
「
て
」
に
朱

で
見
消
符
号
を
付
す
）

［
七
］
申
候
そ
や
ら
ん（「

そ
」
に
見
消
符
号
を
付
し
て
「
や
ら
ん
」
と
傍
記
）

［
元
家
一
七
明
］
有
し
か
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
あ
り
けし
かる

と
な
り
」
と

し
て
五
字
分
朱
線
見
消
、「
し
か
」
と
朱
傍
記
）

［
元
一
］
人
と
成
つ
て

［
家
］
人
と
成
り
て
り

（「
人
と
成
て
」
の
「
成
」
の
右
下
に
「
り
」
と
朱
傍
記
、

そ
の
傍
記
を
紺
で
見
消
し
、
紺
で
「
り
」
と
傍
記
）

［
七
］
人
と
な
つり
て
（「
つ
」
に
見
消
符
号
を
付
し
て
「
り
」
と
傍
記
）

［
明
］
人
と
な
り
て

【
４
オ
】

［
元
］
持
た
る
か
ゝ
み

［
家
一
七
明
］
も
ち
し
か
ゝ
み

［
元
家
一
七
明
］
鏡
と
は
申
候
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
鏡
と
申
候
」
と
し
、

「
は
」
と
朱
傍
記
）

［
元
家
一
七
明
］
両
説
何
れ
も
い
は
れ
あ
り
（［
家
］
は
墨
で
傍
記
し
て
挿

入
す
る
が
、
本
文
同
筆
か
）

【
５
オ
】

［
元
家
一
］
例
か
や

［
七
］
た
め
し
かな
れや

（「
か
や
」
に
見
消
符
号
を
付
し
て
「
な
れ
」
と
傍
記
）

［
明
］
た
め
し
な
れ

［
元
家
一
七
明
］
此
水
に
付
て
の
事
に
て
候
か
（
た
だ
し
、［
家
］
は
「
此

水
に
つ
き
たて
のる

事
のに
て
候
か

候
か
」
と
し
て
、「
た
る
」
を
朱
線
見
消
し
「
て
の
」

と
朱
傍
記
、「
の
候
か
」
を
朱
線
見
消
し
「
に
て
候
か
」
と
朱
傍
記
。［
一
］
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は
「
此
水
に
付
て
の
謂コト
に
て
候
か
」
と
し
て
「
謂
」
を
墨
線
見
消
し
、「
コ

ト
」
と
傍
記
）

［
元
］（
ナ
シ
）

［
家
］
御
物
語
候
へ
（
前
項
の
後
に
朱
傍
記
）

［
一
七
］
御
物
語
候
へ
（
前
項
の
直
後
に
行
間
か
ら
挿
入
）

［
明
］
さ
ら
ば
御
物
語
候
へ
（
次
項
の
シ
テ
台
詞
の
後
の
ワ
キ
台
詞
）

［
元
］
さ
む
候

［
家
］
さ
ら
は
語
ツ
て
聞
カ
せ
申
候
へ
し
（
以
上
全
文
、
朱
傍
記
）

［
一
］
教
候
（
見
消
符
号
を
付
し
、「
さ
ら
は
語
て
聞
せ
申
候
へ
し
」
と
上

部
余
白
か
ら
挿
入
）

［
七
］
さ

さ
ら
は
語
き
か
せ
申
候
へ
し

ん
候
（
見
消
符
号
を
付
し
、「
さ
ら
は
語
き
か
せ
申
候
へ
し
」
と

傍
記
）

［
明
］
さ
む
候
此
水
に
つ
き
て
の
謂
に
て
候
語
て
き
か
せ
申
候
べ
し

【
５
ウ
】

［
元
家
一
］
知
り
て
有
け
る
そ
と
問
給
へ
は
（
た
だ
し
、［
家
］
は
「
し
り

たてあ
り
け
る
そ
と
と
は
せ
給
へ
は

る
と
御
尋
あ
り
し
に
」
と
し
て
九
字
分
朱
線
見
消
、「
て
あ
り
け
る
そ

と
と
は
せ
給
へ
は
」
と
朱
傍
記
）

［
七
］
知
て
有
け
るそ
とや
問
給
へ
は
（「
る
」
に
「
そ
」
と
朱
傍
記
、そ
の
「
そ
」

に
墨
で
見
消
符
号
を
付
し
、「
や
」
と
墨
書
）

［
明
］
し
り
て
あ
る
と
と
は
せ
給
へ
ば

［
元
家
一
明
］
水
の
底
に

［
七
］
水
の
底
に
（「
の
」
に
見
消
符
号
）　

＊
二
箇
所
と
も
同
様

［
元
家
一
七
］
御
鷹
の
候
へ
と
申
せ
は

［
明
］
御
鷹
の
候
へ
と
申
す

［
元
］
有
へ
き
そ
と
て

［
家
］
あ
る
へ
き
そ
と
てて
（「
て
」
朱
線
見
消
、「
て
」
と
朱
傍
記
し
、
そ

の
傍
記
を
墨
線
で
見
消
）

［
七
］
有
へ
き
そ
と
て
（「
て
」
に
朱
で
見
消
符
号
を
付
す
）

［
明
］
有
へ
き
ぞ
と

［
元
家
一
明
］
狩
人
は
つ
と
寄

［
七
］
狩
人
は立
つ
と
寄
（「
は
つ
と
」
に
見
消
符
号
を
付
し
、「
立
」
と
傍
記
）
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［
元
一
］
ま
さ
し
く
水
底
に

［
家
］
ま
さ
し
く
す
い
て
ゐ
に

［
七
明
］
正
し
く
水ミナ
ソ
コ底に

（
共
に
「
水
底
」
に
「
ミ
ナ
ソ
コ
」
と
振
仮
名
）

【
６
オ
】

［
元
家
一
］
木━居
に
有
け
る
そ

［
七
］
木
居
に社有
け
る
ぞ
（「
社
」
朱
傍
記
し
て
朱
で
見
消
）

［
明
］
木
居
に
ぞ
あ
り
け
る

［
元
家
一
七
］
身
な
か
ら

［
明
］
身
の
う
へ

【
７
オ
】

［
元
家
一
七
］
も
た
さ
ら
ん
と

［
明
］
も
た
ざ
ら
む

［
元
家
一
七
］
疑
は
せ
給
ふ
か
や

［
明
］
疑
は
せ
給
ふ
な
よ

［
元
家
一
七
明
］
奇
特
に
あ
ふ
事
も
（
た
だ
し
、［
家
］「
奇
特
をに
あ
ふ

み
る
事
も
」

と
し
て
「
を
み
る
」
朱
線
見
消
、「
に
あ
ふ
」
と
朱
傍
記
）

【
７
ウ
】

［
元
一
七
明
］
い
の
り
け
り

［
家
］
い
の
り
け
りる也
（「
り
」
に
「
る
也
」
と
朱
傍
記
）

［
元
家
一
七
明
］明
鏡（
た
だ
し［
家
］は「
み
や
う
ちき
や
う
」と
し
て「
ち
」

を
朱
線
見
消
、「
き
」
と
朱
傍
記
）

［
元
家
一
七
明
］
み
せ
給
へ
や
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
や
」
朱
傍
記
）

［
元
家
一
七
明
］
土
砂
（
た
だ
し
［
家
］
は
「
と
う
し
や
」
と
し
「
う
」

朱
線
見
消
）

【
８
オ
】

［
元
］
曇
も
な
き

［
家
一
七
明
］曇
り
な
く（
た
だ
し［
家
］は「
く
も
り
も
な
きく
」と
し「
も
」
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に
朱
の
見
消
符
号
を
付
し
、「
き
」
を
紺
の
線
で
見
消
し
「
く
」
と
朱
傍
記
）

［
元
家
一
七
］
う
ち
ひ
か
ゝ
や
く
鏡

［
明
］
て
り
か
ゝ
や
け
る
鏡

［
元
］
恐
れ
給
は
ゝ
帰
ら
ん
と
、
鬼
神
は
塚
に
い
ら
ん
と
す
れ
は

［
家
］
お
そ
れ
給
は
ゝ
か
へ
ら
ん
と
て
、
き
し
ん
は
塚
に
い
ら
む
と
す
れ

は
（「
て
」
に
朱
の
見
消
符
号
。「
れ
は
」
紺
の
線
で
見
消
）

［
一
七
］恐
れ
給
は
ゞ
帰
ら
ん
と
、鬼
神
は
塚
に
入
む
と
す
れ
は（
共
に「
れ

は
」
朱
線
見
消
）

［
明
］
あ
ら
お
ろ
か
や
我
す
が
た
の
、
見
え
し
も
汝
が
心
ぞ
か
し

［
元
家
一
］
暫
く
鬼
神
待
た
ま
へ

［
七
］暫まて
し
は
し
〳
〵

く
鬼
神
待
給
へ（
見
消
符
号
を
付
し「
ま
て
し
は
し
〳
〵
」と
傍
記
）

［
明
］
思
ひ
か
へ
せ
ど
ぬ
ば
た
ま
の
、
夜
は
ま
だ
ふ
か
き
後
夜
の
か
ね

［
元
］
後
夜
の
鏡

［
家
一
七
明
］
後
夜
の
か
ね

【
９
オ
】

［
元
家
一
明
］
有
様

［
七
］
分有

様野
（
左
に
「
有
様
」
と
傍
記
）

【
９
ウ
】

［
元
明
］
横
道
を
た
ゝ
す

［
家
］
わ
う
た
う
を
た
ゞ
す
（「
を
」
朱
線
見
消
）

［
一
七
］
横
道
た
ゞ
す
（［
七
］
は
「
を
」
を
摺
り
消
し
て
「
た
」
と
上
書
）

　
［
家
］
の
改
訂
書
入
れ
は
殆
ど
が
朱
筆
で
あ
る
が
、
ど
の
段
階
で
行
わ

れ
た
改
訂
を
示
し
て
い
る
の
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
も
し
、
末
尾
の

識
語
の
朱
と
書
入
れ
の
朱
が
対
応
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
承
応
二
年
の

観
世
重
清
の
段
階
で
の
本
文
が
、
家
重
に
献
上
し
た
本
文
に
も
ほ
ぼ
引
き

継
が
れ
、
清
親
が
献
上
時
に
直
し
た
の
は
紺
色
の
筆
で
改
訂
さ
れ
た
わ
ず

か
な
箇
所
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　
［
家
］
の
改
訂
本
文
は
、［
元
一
七
］
と
合
致
す
る
部
分
が
多
く
、
改
訂

結
果
が
一
致
し
て
い
る
の
は
、［
家
］
の
元
の
本
文
の
古
態
性
を
も
示
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、［
一
七
］
と
一
致
し
［
元
］
と
は
異
な
る
文
句
が
存

在
し
て
い
る
の
は
、［
一
七
］
と
［
家
］
の
近
さ
を
伺
わ
せ
る
。
具
体
的
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に
は
、
３
ウ
の
［
家
］
改
訂
本
文
「
う
つ
し
申
に
よ
り
」、
３
ウ
の
［
家
］

改
訂
本
文
「
人
と
成
り
て
」（
結
果
的
に
は
元
の
本
文
と
同
じ
）、
５
オ
の

［
家
］
追
記
本
文
「
御
物
語
候
へ
、
さ
ら
は
語
ツ
て
聞
カ
せ
申
候
へ
し
」、

５
ウ
の
［
家
］
改
訂
本
文
「
あ
る
へ
き
そ
と
」、
８
オ
の
［
家
］
改
訂
本

文
「
く
も
り
な
く
」「
い
ら
む
と
す
」
な
ど
で
あ
る
。［
一
］
と
［
七
］
が

家
重
公
御
本
か
ら
明
和
本
に
至
る
ま
で
の
段
階
を
示
し
て
い
る
可
能
性
は

あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、［
七
］
に
お
い
て
は
、
も
と
の
本
文
は
他
本
と
同
じ
な
が
ら
、

そ
れ
を
独
自
本
文
に
直
し
て
い
る
箇
所
が
複
数
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
１

オ
の
「
山
伏
」
を
「
行
者
」
に
直
す
点
、
３
オ
の
「
御
身
」
を
「
御
方
」

に
直
す
点
、「
事
に
て
候
そ
」
を
「
事
に
て
候
か
」
に
直
す
点
、３
ウ
の
「
申

候
そ
」
を
「
申
候
や
ら
ん
」、
５
ウ
の
改
訂
最
終
本
文
「
知
て
有
け
る
や
」

な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
改
訂
本
文
は
［
明
］
と
は
一
致
し
て
い

な
い
一
方
で
、３
オ
の「
野
守
に
て
ま
し
ま
さ
は
」を「
野
守
に
て
候
は
ゞ
」

に
直
し
、
５
オ
の
「
た
め
し
か
や
」
を
「
た
め
し
な
れ
」
に
直
し
た
結
果

は
、
明
和
本
と
一
致
し
て
い
る
。

三
、石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本「
知
章
」「
経
政
」「
箙
」

　

続
い
て
、
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
「
知
章
」「
経
政
」「
箙
」
に
つ

い
て
、
元
禄
三
年
六
月
刊
本
と
明
和
改
正
謡
本
と
の
対
校
結
果
を
示
す
。

◆
知
章

＊
［
石
］
一
番
綴
謡
本
「
知
章
」（
123
／
2
／
33
）
識
語
「
十
一
月
六
日

西
丸
ヘ
上
ル
」

【
１
オ
】

［
元
石
］
旅
衣

［
明
］
苔
衣

［
元
］
猶
す
ゑ
有
と
行
波
の

［
石
］
猶
す
ゑ
あい
づ
こ
し
ら

り
と
行
浪
の

［
明
］
猶
す
ゑ
い
づ
こ
し
ら
浪
の

【
１
ウ
】

［
元
石
］
道
出
て

［
明
］
旅
の
道
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［
元
］
何
く
と
も
な
き
海
き
は
や

［
石
］
何
国
と
もと

へ
は
つ
の
国
や

な
き
海
き
は
や　

［
明
］
こ
ゝ
は
と
と
へ
ば
津
の
國
や

［
元
］
浦
な
る
関
に
着
に
け
り

［
石
］
う一
の
谷
に
も

ら
成
関
に
着
に
け
り

［
明
］
一
の
谷
に
も
着
に
け
り

［
元
］
扨
も
我
鄙
の
国
よ
り
は
る
は
る
と

［
石
］
偖
も
我
鄙
の
国
よ
り爰
に遙
々
と
さ
て
も

［
明
］
さ
て
も

［
元
］
磯は

ま邊

［
石
］
磯イソ
ベ邊

（「
イ
ソ
ベ
」
と
朱
傍
記
し
、
そ
の
右
に
「
は
ま
」
と
墨
書
）

［
明
］
濱
邊

［
元
］
立
を
き
た
り
、
な
き
人
の
第
三
年
の
追
善
と
思
し
く
て

［
石
］
た
て
置
た
り
、
な
き
人
の
追
善
と
お
ぼ
し
く
て

［
明
］
た
て

【
２
オ
】

［
元
石
］
知
章
と
は
平
家
の
御
一
門
の
御
中
に
て
は
、
誰
に
て
か
ま
し
ま

す
ら
ん

［
石
］
知
章
と
は
平
家
の
御人
一
門
の
御
中
に
て
は
、
誰
い
づ
れに

て
か
ま
し
ま
す

ら
ん

［
明
］
此
と
も
あ
き
ら
と
申
し
は
、
何
さ
ま
平
家
の
公
達
な
る
べ
し

［
元
］
御
一
門
の
御
中
に
て
御
坐
候
ら
ん

［
石
］
御かの
一
門
の
御
中
に
て
候
哉
ら
ん

［
明
］
平
家
の
公
達
の
中
に
て
候
や
ら
ん

【
２
ウ
】

［
元
］
思
ひ

［
石
］
思存
シひ

［
明
］
存

［
元
］
御
理
り

［
石
］
御
断
な
り
（「
な
り
」
は
後
筆
）
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［
明
］
理
り
な
り

［
元
］
相
国
の
三
男

［
石
］
き
よ
も
り
の
さ
ん
男
（
胡
粉
抹
消
の
上
に
墨
書
）

［
明
］
清
盛
の
三
男

［
元
］
新
中
納
言
知
盛
の
御
子

［
石
］
知
盛
の
子
息
（「
の
御
」
を
胡
粉
抹
消
し
「
子
」
と
上
書
）

［
明
］
知
盛
の
子
息

［
元
］
二
月
七
日

［
石
］
二過に
し月

七
日

［
明
］
過
に
し
き
さ
ら
ぎ
七
日

［
元
］
う
た
れ
さ
せ
給
ひ
て
候

［
石
］
討
れ
さ
せ
給
ひ
て
候程
に

［
明
］
う
た
れ
給
ひ
て
候
ほ
ど
に

［
元
］
さ
れ
は
其
日
の
け
ふ
に
あ
た
り
た
れ
は

［
石
］
さ
れ
ば
其
日
のも
け

の

ふ
に
あ
た
り
た
れ
ば
（「
の
」
の
脇
に
「
も
」
と

朱
記
し
て
さ
ら
に
「
の
」
と
上
書
）

［
明
］（
ナ
シ
）

［
元
］
ゆ
か
り
の
人
の
立
置
た
り

［
石
］
ゆ
か
り
の
人
の
た
て
た
る
卒
都
婆
に
て
候
（
行
間
に
朱
で
追
記
）

［
明
］
ゆ
か
り
の
人
の
立
た
る
卒
都
婆
に
て
候

【
３
オ
】

［
元
］
し
か
も
御
身
は
遠
國
の
人
の

［
石
］
し
か
も
御
身
は
遠時も
こ
そ
あ
れ
御
僧
の

国
の
人
の
（
見
消
符
号
を
付
し
、
朱
傍
記
）

［
明
］
時
も
こ
そ
あ
れ
御
僧
の

［
元
］
実
々

［
石
］
実
是々
は
（「
是
は
」
追
記
）

［
明
］
実
々
是
は

【
３
ウ
】

［
元
］
と
ふ
ら
ふ
こ
と
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［
石
］
弔
ふ
事法

［
明
］
弔
ふ
法

［
元
］
我
等
も

［
石
明
］
我
を
も

【
４
オ
】

［
元
明
］
な
か
る
へ
き

［
石
］
な
か
る
べら

んき
（「
べ
き
」
に
見
消
符
号
）

［
元
］
何
と
か
な
ら
せ
給
ひ
て
候
そ

［
石
］
何
と
か
な
ら
せ
給
ひ
て
候
ぞか
（「
ぞ
」
に
見
消
符
号
）

［
明
］
爰
に
て
は
な
く
候
か

［
元
石
］
さ
む
候
知
盛
は

［
明
］
さ
ん
候

［
元
石
］
遥
の
沖
の
御
座
舩
に

［
明
］
御
ふ
ね
に

【
４
ウ
】

［
元
石
］
名
馬
た
り
し
か

［
明
］
名
馬
あ
り
し
が

［
元
］
ぬ
し
を
た
す
け
し
馬
也

［
石
］
主
を
助
して
候
馬
也
（「
し
馬
也
」
に
見
消
符
号
）

［
明
］
主
を
た
す
け
て
候

［
元
石
］
に
所
な
か
り
し
間
、
の
す
る
人
も
な
く
し
て
（
た
だ
し
［
石
］

の
「
に
」、
何
ら
か
の
字
を
抹
消
し
上
書
）

［
明
］
と
こ
ろ
せ
し
と
て
、
の
す
る
人
も
な
け
れ
ば

［
元
］
こ
の
汀

［
石
明
］
本
の
汀

【
５
オ
】

［
元
石
］
此
馬

［
明
］（
ナ
シ
）
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［
元
明
］
沖
の
方

［
石
］
奥
ヲ
キ
沖の

方
（「
奥
」
に
見
消
符
号
を
付
し
て
「
ヲ
キ 

沖
」
と
朱
傍
記
）

［
元
］
た
か
い
な
き
し

［
石
明
］
た
か
い
な
ゝ
き
し

［
元
］
た
つ
た
り
け
る

［
石
］
た
つ
た
り
け
りる
（「
り
」
に
見
消
符
号
を
付
し
て
「
る
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
た
ち
ぬ

［
元
石
］
巣
を
か
け

［
明
］
巣
を
く
ひ

［
元
］
い
は
へ
し
も
き
う
か
う
を

［
石
］
い
は
へ
し
をも
き
う
か里う
を

［
明
］
い
ば
へ
し
も
舊
郷
を

【
５
ウ
】

［
元
明
］
や
み
を

［
石
］
闇
を
（「
を
」
朱
で
追
記
）

【
６
オ
】

［
元
明
］
つ
ゝ
み
い
の
（
た
だ
し
［
明
］「
つ
つ
み
ゐ
の
」）

［
石
］
つ
つ
み
い
の
（「
み
」
朱
で
追
記
）

［
元
石
］
し
つ
む
と

［
明
］
沈
み
ぬ

【
６
ウ
】

［
元
］
す
み
の
衣
手
に

［
石
］
須す

め
る
よ
も
す
が
ら

广
の
衣
手
に　

［
明
］
す
め
る
よ
も
す
が
ら

【
７
オ
】

［
元
明
］
ま
し
ま
す
そ

［
石
］
ま
し
ま
す
ぞか
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【
７
ウ
】

［
元
］
誰
と
は
な
と
や
お
ろ
か
な
り

［
石
］
誰
と
は
な
ど
や
お
ろ
か
な
り
（
見
消
符
号
を
付
す
）

［
明
］（
ナ
シ
）

［
元
石
］
是
迄
参
り
た
り

［
明
］
こ
そ
参
り
た
れ

［
元
石
］
ま
の
あ
た
り
に
見
奉
る
事
よ
と

［
明
］
見
奉
る
も
夢
の
世
の

［
元
石
］
つ
ま
に
ほ
ひ

［
明
］
萌
木
匂
ひ

［
元
明
］
御
姿

［
石
］
御
姿
の
（「
の
」
追
記
）

【
８
オ
】

［
元
明
］
お
し
と
そ
（［
明
］「
を
し
と
ぞ
」）

［
石
］
お
し
と
ぞ
（
見
消
符
号
を
付
す
）

［
元
石
］
御
最
後
の

［
明
］
其
時
の

【
８
ウ
】

［
元
］
く
は
し
く
語
つ
て
聞
せ
申
候
は
む

［
石
］
委
語
て
聞
申
さ
ん
（
朱
で
見
消
符
号
を
付
す
）

［
明
］（
ナ
シ
）

［
元
石
］
は
た
の
あ
し

［
明
］
は
た
の
手
の

［
元
石
］（
ナ
シ
）

［
明
］
さ
る
程
に
一
の
谷
の
城
を
責
落
さ
れ

［
元
］
主
上
二
位
殿
を
は
し
め
奉
り

［
石
］
主
上
を
は
じ
め
奉
り
（「
を
は
じ
め
」
の
四
字
、「
二
位
殿
を
初
め
」

を
胡
粉
で
抹
消
し
上
書
）
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［
明
］（
ナ
シ
）

［
元
］
其
外
お
ほ
い
と
の
父
子

［
石
］
其
外
宗
も
り
父
子
（「
宗
も
り
」
の
三
字
、「
お
ほ
ゐ
殿
」
を
胡
粉

で
抹
消
し
上
書
か
）

［
明
］
宗
盛
父
子
を
初
と
し
て

【
９
オ
】

［
元
］
き
う
は
の
う
ね
に

［
石
］
き蒼

波う
浪ロウ
の
う
ち
に
（「
き
う
」
の
左
に
「
蒼ソウ

ハ波
」
と
傍
記

［
明
］
蒼ソ

ウ
ハ波

の
う
ね
に

［
元
］
新
中
納
言

［
石
］
と
も
も
り
（「
新
中
納
言
」
を
胡
粉
で
抹
消
し
て
上
書
）

［
明
］
と
も
も
り

［
元
］
我
知
章

［
石
］
我
知
章
（「
我
」
を
墨
線
で
見
消
）

［
明
］
知
章

［
元
］
御
座
舩
を
う
か
ゝ
ひ

［
石
］
御
座
舩
を
う
か
ゝ
ひ
（「
座
」
を
墨
線
で
見
消
）

［
明
］
御
舩
を
し
た
ひ

【
９
ウ
】

［
元
］
大
臣
殿

［
石
］
宗
盛
（「
大
臣
殿
」
を
胡
粉
で
抹
消
し
て
上
書
）

［
明
］
宗
盛

［
元
］
御
命

［
石
］
御
命
（「
御
」
は
追
記
し
た
上
で
さ
ら
に
見
消
符
号
を
付
す
）

［
明
］
命

［
元
］
お
ほ
い
と
の

［
石
］
宗
盛
の
（「
大
ゐ
殿
」
を
胡
粉
で
抹
消
し
て
「
宗
盛
」
と
上
書
か
）

［
明
］
宗
盛
の

［
元
］
武
蔵
守
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［
石
］
知
章
（
胡
粉
抹
消
し
て
上
書
）

［
明
］
知
章

【
10
オ
】

［
元
］
お
ほ
い
と
の
も

［
石
］む
ね
も
り
もの（「
お
ほ
ゐ
殿
」を
胡
粉
で
抹
消
し「
む
ね
も
り
」と
上
書
）

［
明
］
宗
盛
の

［
元
］
武
蔵
守

［
石
］
知
章
（
胡
粉
抹
消
し
て
上
書
）

［
明
］
知
章

［
元
明
］
こ
ゝ
ろ
も

［
石
］
心
も
（
朱
で
追
記
）

［
元
石
］
よ
き
大
将
と
見
し
そ
と
て

［
明
］
よ
き
公
達
に
あ
り
し
と
て

【
10
ウ
】

［
元
］
右
衛
門
督

［
石
］
き
よ
む
ね
（「
右
衛
門
督
」
を
胡
粉
で
抹
消
し
て
「
き
よ
む
ね
」
と

上
書
か
）

［
明
］
清
宗

＊
10
ウ
内
に
二
箇
所
あ
り
、［
石
］
二
回
目
は
胡
粉
抹
消
の
上
に
「
清
宗
」

と
上
書

［
元
］
御
涙

［
石
］
御
涙
（「
御
」
に
見
消
符
号
）

［
明
］
な
み
だ

［
元
］
武
蔵
守

［
石
］
そ
の
頃
知
章
（
胡
粉
抹
消
し
て
「
そ
の
頃
」
と
上
書
）

［
明
］
そ
の
こ
ろ
知
章

［
元
］
共
に
わ
か
葉
のハナ

ザ
ク
ラ
そ
な
れ
松
千
世

［
石
］
友
に
若
葉木
の
そ花
桜

な
れ
松
春千

代
（「
友
に
」
は
追
記
。「
葉
」「
そ
な
れ
」

に
見
消
符
号
、「
松
千
代
」
を
墨
線
で
見
消
。「
花
桜
」
に
「
ハ
ナ
ザ
ク
ラ
」

と
振
仮
名
）
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［
明
］
と
も
に
若
木
の
花
桜
は
る

［
元
石
］
累
葉
枝
を

［
明
］
実
に
え
だ
を

【
11
オ
】

［
元
］
舩
人
と

［
石
］
舩あり
さ
ま
の

人
と

［
明
］
有
さ
ま
の

［
元
］
け
に
痛
は
し
き

［
石
］
実
痛
は
し
き
（「
き
」
は
「
や
」
を
摺
り
消
し
て
上
書
）

［
明
］
あ
ら
い
た
は
し
の

［
元
石
］
実
や
最
後
の

［
明
］
さ
ら
ば
最
期
の

［
元
明
］
あ
ら
は
し

［
石
］
顕
は
し
て

【
11
ウ
】

［
元
石
］
く
る
し
み
の
（［
石
］
は
「
く
る
し
ひみ
の
」）

［
明
］
く
る
し
み
も

［
元
］
そ
の
一
念
も
最
後
よ
り
、
聞
つ
る
ま
ゝ
の
敵
に
て

［
石
］
其
一
念
も
最
後
よま
てり

、
聞
つ
る
ま
ゝ
の
敵
に
て

［
明
］
た
ゞ
一
念
の
ま
よ
ひ
よ
り
、
世
々
に
か
さ
な
る
悪
業
の

［
元
石
］
す
は
や
よ
せ
く
る

［
明
］
い
ま
は
よ
せ
来
る

［
元
］
い
さ
せ
て

［
石
］
い
さつ

けせ
て

［
明
］
射
ら
れ
て

【
12
オ
】

［
元
］
新
中
納
言

［
石
］
と
も
も
り
（「
新
中
納
言
」
を
胡
粉
で
抹
消
し
て
上
書
）
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［
明
］
知
盛

【
12
ウ
】

［
元
］
跡
と
ひ
て
た
ひ
給
へ
な
き
あ
と
を
と
ひ
て
た
ひ
給
へ

［
石
］
跡
弔と
ひひ

て
た
ひ
給
へ
な
き
跡
を
と
ひ
て
た
ひ
給
へ
（「
弔
ひ
」
を
朱

で
見
消
、「
と
ひ
」
と
朱
傍
記
。「
を
」
朱
で
追
記
）

［
明
］
往
生
の
し
る
べ
な
る
往
生
の
し
る
べ
な
り
け
り

　
［
石
］
と
し
て
取
り
あ
げ
た
の
は
、
全
四
十
四
冊
か
ら
な
る
一
二
三
函

の
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
写
本
の
う
ち
、
西
丸
献
上
識
語
あ
る
い
は

外
題
に
「
西
」
の
注
記
を
持
つ
「
半
蔀
」「〔
東
方
朔
〕」「
知
章
」「
岩
舟
」

「
靏
亀
」「
輪
蔵
」
の
う
ち
の
一
冊
。
四
十
四
冊
中
、「〔
東
方
朔
〕」「
靏
亀
」

と
同
筆
の
「〔
熊
坂
〕」
に
は
、
本
文
末
尾
の
丁
の
咽
に
「
享
保
十
三
四
月

十
六
日
ケ
イ
コ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
一
群
の
謡
本
の
お
お
よ
そ
は

こ
の
前
後
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
「
知
章
」
の
場
合
、［
石
］
の
改
訂
本
文
が
［
明
］
に
一
致
す
る
箇
所
が

多
数
あ
り
、［
石
］
が
［
明
］
に
至
る
過
渡
的
な
本
文
で
あ
る
こ
と
が
明

確
で
あ
る
。
１
ウ
の
［
元
］「
何
く
と
も
な
き
海
き
は
や
」
と
発
音
上
は

同
じ［
石
］の
元
の
本
文
が「
何
国
と
と
へ
は
つ
の
国
や
」と
直
さ
れ
、［
明
］

で
は
「
こ
ゝ
は
と
と
へ
ば
津
の
国
や
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
な
ど
、
改
訂

し
た
箇
所
を
さ
ら
に
直
し
て
い
る
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。

　

人
名
に
関
し
て
、明
和
本
は
実
名
を
用
い
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る（［
元
］

相
国
→
［
明
］
清
盛
、［
元
］
お
ほ
い
と
の
→
［
明
］
宗
盛
、［
元
］
新
中

納
言
→
［
明
］
と
も
も
り
（
知
盛
）、［
元
］
武
蔵
守
→
［
明
］
知
章
、［
元
］

右
衛
門
督
→
［
明
］
清
宗
）。［
石
］
で
こ
れ
ら
の
箇
所
を
確
認
す
る
と
、

胡
粉
抹
消
跡
の
上
に
明
和
本
と
一
致
す
る
呼
称
が
上
書
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
次
項
「
経
政
」
で
検
討
す
る
五
番
綴
謡
本
「
経
政
・
箙
・
知
章
・

俊
成
忠
度
・
春
栄
」（
100
／
17
／
2
）
の
中
の
「
経
政
」
と
「
箙
」
の
末

尾
に
は
西
丸
献
上
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
知
章
」
に
は
西
丸
献
上

識
語
が
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
「
知
章
」
の
本
文
は
123
／
2
／
33
の
「
知

章
」
の
改
訂
前
の
本
文
に
比
較
的
近
い
。
改
訂
箇
所
は
123
／
2
／
33
ほ
ど

多
く
は
な
い
が
、
先
述
の
人
名
箇
所
に
つ
い
て
は
、
墨
で
見
消
符
号
を
付

し
て
明
和
本
と
同
様
の
実
名
を
傍
記
し
て
い
る
。
ま
た
［
元
］
で
１
ウ
に

相
当
す
る
箇
所
、「
所
縁
の
人
の
立
置たる
卒
都
婆
に
て
候
、時
も
こ
そ
あ
れ
御
僧
の

た
り
、
然
も
御
身
は
遠
國
の
人
の
」

と
し
て
抹
消
符
号
を
付
し
、
後
半
「
た
る
卒
都
婆
に
て
候
、
時
も
こ
そ
あ

れ
御
僧
の
」
と
朱
で
傍
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
123
／
2
／
33
の
改
訂
本
文

や
明
和
本
に
一
致
す
る
。［
元
］
で
２
オ
に
相
当
す
る
箇
所
、「
御
一
門
の

御
中
に
て
御
座
候
哉
ら
ん
と
」（「
御
中
」
の
「
御
」
に
見
消
符
号
、「
御
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座
」
に
朱
の
見
消
符
号
、「
哉
」
は
朱
で
追
記
）
の
よ
う
に
す
る
が
、
こ

こ
は
123
／
2
／
33
が
「
御かの
一
門
の
御
中
に
て
候
哉
ら
ん
」
と
す
る
と
こ
ろ

で
、
完
全
に
一
致
は
し
な
い
が
改
訂
に
は
近
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

◆
経
政

＊
［
石
］
五
番
綴
謡
本
「
経
政
・
箙
・
知
章
・
俊
成
忠
度
・
春
栄
」（
100

／
17
／
2
）「
経
政
」
末
尾
に
識
語
「
西
丸
へ
十
一
月
二
日
上
ル
」（
青
筆
）。

【
１
オ
】

［
元
］
仁
和
寺
御
室

［
石
］
仁
和
寺
の
宮
（「
御
室
」
を
胡
粉
で
抹
消
し
「
の
宮
」
と
傍
記
）

［
明
］
仁
和
寺
の
宮

［
元
］
大
納
言
の
僧
都

［
石
］
僧
都
（「
大
納
言
の
僧
都
」
の
「
大
納
言
の
」
を
胡
粉
で
抹
消
）

［
明
］
僧
都

［
元
］
童
形

［
石
］
わ
ら
は
す
か
た
（
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

［
明
］
童
形
（「
ト
ウ
ギ
ヤ
ウ
」
と
振
仮
名
）

［
元
明
］
君
御
寵
愛

［
石
］
御
寵
愛
（
こ
の
前
の
二
字
胡
粉
で
抹
消
）

［
元
明
］
う
た
れ
給
て

［
石
］
討
れ
給
ひ
て
（「
て
」
朱
で
追
記
）

［
元
明
］
御
琵
琶

［
石
］
琵
琶
（
こ
の
前
の
一
字
胡
粉
で
抹
消
）

［
元
］
存
生
の
時
よ
り

［
石
］
存
生
の
時
（
こ
の
後
の
二
字
、
胡
粉
で
抹
消
）

［
明
］
存
生
の
時

【
１
ウ
】

［
元
明
］
彼
御
琵
琶

［
石
］
彼
琵
琶
（「
彼
」
の
後
、
一
字
、
胡
粉
で
抹
消
）
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［
元
石
］
管
絃
講
に
て

［
明
］
管
絃
を
な
し

［
元
明
］
弔
ひ
申
せ
と
の
御
事

［
石
］
弔
ひ
申
せ
と
の
御
事
（「
御
」、
朱
で
見
消
符
号
を
付
す
）

［
元
明
］
役
者

［
石
］
其
役
々
（
二
字
を
胡
粉
で
抹
消
し
上
書
）

［
元
］
宮
中
に
て

［
石
］
宮
の
中
に
て
（「
宮
の
中
」、
二
字
分
の
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

［
明
］
宮
の
中
に
て

【
２
オ
】

［
元
］
糸
竹

［
石
］
琴
笛
（
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

［
明
］
琴
笛

【
２
ウ
】

［
元
］
仮
に
見
え
た
る

［
石
明
］
仮
に
み
え
つ
る

［
元
］
光
の
う
ち
よ
り
人
影
の
、
あ
る
か
な
き
か
に
見
え
給
ふ
は
、
い
か

な
る
人
に
て
ま
し
ま
す
そ

［
石
］
光
の
内
に
人
影
の
、
有
か
な
き
か
に
見
え
給
ふ
は
、
い
か
な
る
人

に
て
ま
し
ま
す
か
（
末
尾
の
「
か
」、
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

［
明
］
光
の
内
に
人
影
の
、
顕
れ
い
づ
る
其
よ
そ
ほ
ひ
、
こ
は
経
政
に
て

ま
し
ま
す
か

［
元
明
］
御
弔
ひ

［
石
］
其
弔
ひ
（「
其
」、
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

【
３
オ
】

［
元
］
声
は
か
す
か
に
絶
の
こ
つ
て

［
石
］
聲
の
な
ご
り
は
か
す
か
に
て
（「
聲
」
以
外
は
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

［
明
］
声
は
幽
に
残
れ
ど
も

［
元
］
く
れ
竹
の
、
筧
の
水
は
か
は
る
と
も
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［
石
］
音
に
き
く
、
筧
の
水
は
替
る
る
と
も
（「
音
に
き
く
」
胡
粉
抹
消
跡

に
上
書
）

［
明
］
聞
な
れ
し
、
懸
樋
の
水
は
替
れ
共

【
４
オ
】

［
元
］
詞
を
か
は
す
そ
や

［
石
明
］
詞
を
か
は
し
け
る
ぞ
や

［
元
］
宮
中

［
石
］
宮
の
中
（「
の
」
右
傍
に
追
記
）

［
明
］
宮
の
中

［
元
］
面
を
さ
ら
す
事
も
、
偏
に
君
の

［
石
］
面
を
さ
ら
す
事
も
、
偏
に
宮
の
（「
宮
」、
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

［
明
］
名
を
し
ら
る
ゝ
事
も
、
偏
に
君
の

［
元
明
］
青
山
の
御
琵
琶

［
石
］
青
山
の
よ
つ
の
緒
（「
よ
つ
の
緒
」、
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

【
４
ウ
】

［
元
石
］
誓
成
へ
し

［
明
］
誓
な
る
べ
き

［
元
石
］
か
の
経
政
は

［
明
］
此
経
政
は

［
元
明
］
若
年
の
昔
よ
り

［
石
］
若
年
の
程
よ
り
も
（「
程
よ
り
も
」、
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

【
５
オ
】

［
元
］
糸
竹
の
手
向

［
石
］
琴
笛
の
手
向
（「
琴
笛
」、
胡
粉
抹
消
跡
に
上
書
）

［
明
］
手
向
の
管
絃

［
元
石
］
琵
琶
を
し
ら
ふ
れ
は

［
明
］
ひ
は
を
し
ら
へ
け
り

【
５
ウ
】
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［
元
石
］
葉
風
は
吹
落
て

［
明
］
あ
ら
し
は
吹
落
て

【
６
ウ
】

［
元
］
桐
竹
に

［
石
］
梧
桐
竹
に
飛
く
た
り
（「
梧
」
は
上
部
余
白
か
ら
挿
入
、「
竹
」
に

見
消
符
号
）

［
明
］
目
の
前
に
飛
く
だ
り

【
７
オ
】

［
元
］
は
や
人
々
に
見
え
け
る
そ
や

［
石
］
は
や
人
々
に
見
え
け
る
かそ
や
（「
か
」
に
見
消
符
号
を
付
し
、「
そ
」

と
朱
傍
記
）

［
明
］
ま
た
人
々
に
見
え
け
る
ぞ
や

【
７
ウ
】

［
元
］
吹
け
し
て
く
ら
ま
き
れ
よ
り

［
石
］
吹
け
しち
て
く
ら
ま
き
れ
よにり
（「
し
」「
よ
り
」
に
見
消
符
号
、「
ち
」

「
に
」
と
傍
記
）

［
明
］
吹
け
し
て
く
ら
ま
ぎ
れ
に

　
［
石
］
の
胡
粉
や
朱
に
よ
る
改
訂
結
果
が
［
明
］
と
一
致
し
［
元
］
と

異
な
る
語
句
は
、１
オ
の
（
以
下
［
明
］
の
表
記
）「
仁
和
寺
の
宮
」「
僧
都
」

「
存
生
の
時
」、
１
ウ
「
宮
の
中
に
て
」、
２
オ
「
琴
笛
」、
４
オ
「
宮
の
中
」

な
ど
だ
が
、「
経
政
」
の
場
合
は
、［
元
］［
明
］
ど
ち
ら
と
も
異
な
る
［
石
］

の
独
自
表
現
も
目
立
つ
。

　
［
元
］
の
２
オ
及
び
５
オ
の
「
糸
竹
」、３
オ
「
く
れ
竹
」、６
ウ
「
桐
竹
」

の
よ
う
な
「
竹
」
の
字
を
［
明
］
は
避
け
て
い
る
が
、［
明
］
と
は
必
ず

し
も
表
現
が
一
致
し
な
い
に
し
て
も
、［
石
］
で
も
「
竹
」
字
を
避
け
て

い
る
。明
和
改
正
謡
本
が
、徳
川
家
治
正
室
の
五
十
宮
倫
子
を
憚
っ
て
、「
急

ぎ
候
程
に
」
な
ど
「
い
そ
」
の
語
を
避
け
て
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
家
治
の
幼
名
・
竹
千
代
に
通
ず
る
「
竹
」

字
を
避
け
た
可
能
性
も
あ
る
か
。

◆
箙

＊
［
石
］
五
番
綴
謡
本
「
経
政
・
箙
・
知
章
・
俊
成
忠
度
・
春
栄
」（
100

／
17
／
2
）

石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
中
央
の
黄
蘗
色
横
題
簽
に
、「
経
政
／
箙
／
知
章
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／
俊
成
忠
度
／
春
栄
」
と
外
題
を
墨
書
す
る
う
ち
、「
箙
」
に
は
青
で
合

点
を
施
し
、
そ
の
下
に
「
西
」
と
朱
書
。「
箙
」
末
尾
に
識
語
「
西
丸
へ

十
二
月
十
四
日
ニ
上
ル
」（
青
筆
）。

【
１
オ
】

［
元
石
］
春
を
こ
ゝ
ろ
の
し
る
へ
に
て
、
〳
〵
、
う
か
ら
ぬ
旅
に
い
て
ふ

よ［
明
］（
ナ
シ
）

［
元
］
此
度
都
に
上
り

［
石
］
此
度
都
に
上
り
（
朱
線
で
見
消
）

［
明
］（
ナ
シ
）

［
元
］
洛
陽
一
見
と
心
さ
し
候

［
石
］
洛
陽
一
見
と
志
て
候
（「
て
」
朱
線
・
青
線
二
本
で
見
消
）

［
明
］
洛
陽
一
見
と
こ
ゝ
ろ
ざ
し
て
候

［
元
石
］
つ
く
し
の
海
の

［
明
］
筑
紫
の
海
に

【
１
ウ
】

［
元
］
来
る
年

［
石
］
くふ
る
年
（「
く
」
に
朱
で
見
消
符
号
を
付
し
「
ふ
」
と
朱
傍
記
）

＊
［
明
］
は
「
来
る
年
の
や
の
生
田
河
～
夢
の
た
ゝ
ち
に
帰
ら
ん
〳
〵
」

（［
元
］
一
ウ
３
行
目
～
２
オ
６
行
目
の
次
第
・
下
歌
・
上
歌
）
ま
で
ナ
シ
。

［
元
石
］
ワ
キ
い
か
に
申
へ
き
事
の
候
、
是
成
梅
は
名
木
に
て
候
か

［
明
］
ワ
キ
只
今
旅
人
の
通
り
て
候
に
、
此
と
こ
ろ
を
尋
て
候
へ
ば
、
須
磨

の
う
ら
生
田
と
か
や
申
候
、
承
り
お
よ
び
た
る
名
所
に
て
候
程
に
、
心
し

づ
か
に
一
見
せ
ば
や
と
存
候
、
や
、
是
に
い
つ
く
し
き
梅
花
の
候
が
、
な

に
さ
ま
名
木
に
て
あ
り
げ
に
候
、
あ
は
れ
又
旅
人
に
て
も
来
り
候
へ
か
し

た
づ
ね
ば
や
と
思
ひ
候
、
な
ふ
〳
〵
御
身
は
と
こ
ろ
の
人
に
て
候
か　
シ

テ
御
覧
の
ご
と
く
是
は
此
さ
と
人
に
て
候
、　
ワ
キ
こ
の
里
の
ひ
と
に
て
ま

し
ま
さ
ば
、
名
所
舊
跡
御
お
し
へ
候
へ
、
ま
づ
是
に
な
べ
て
な
ら
ぬ
梅
の

候
、
名
の
な
き
事
は
候
ま
じ
承
り
度
候

【
２
ウ
】
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［
元
］
名
木
に
て
そ

［
石
］
名
木
に
て
候
そか
（「
そ
」
に
見
消
符
号
を
付
し
「
か
」
と
傍
記
）

［
明
］
名
木
に
て
候
ぞ

［
元
明
］
名
木
程
の
事
は

［
石
］
名
木
程
の
事
に
は
（「
に
」
朱
で
挿
入
）

［
元
］
異
名
に
て
候

［
石
］
異
名
に
て
候
（「
異
」
朱
線
で
見
消
）

［
明
］
名
に
て
候

［
元
明
］
よ
し
〳
〵

［
石
］
よたと
へし
〳
〵

［
元
］
異
名
成
と
も

［
石
］
異
名
な
り
共

［
明
］
名
な
り
と
も

［
元
明
］
委
御
物
語

［
石
］
委
こ
そ
御
物
語
（「
こ
そ
」
右
に
傍
記
）

［
元
明
］
な
り
し
に

［
石
］
な
り
し
にを
（「
に
」
に
朱
で
見
消
符
号
を
付
し
「
を
」
と
朱
傍
記
）

【
３
オ
】

［
元
］
梶
原
平
蔵
景
時
、
同
し
き
源
太
景
季

［
石
］
梶
原
平
三
景
時
、
同
し
くキ
源
太
景
季

［
明
］
梶
原
源
太
景
季

［
元
］
御
神
木
と
け
い
せ
し
よ
り

［
石
明
］
神
木
と
敬
せ
し
よ
り
此
か
た
（［
石
］
は
「
此
か
た
」
朱
傍
記
）

［
元
］
名
将
の
古
跡
の
花

［
石
］
名弓
取将

の
古
跡
の
花

［
明
］
ほ
ま
れ
を
得
た
る
花
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【
３
ウ
】

［
元
］
実
や
名
将
の
古
跡
と
い
ひ

［
石
］
実
や
名弓
取将

の
古
跡
と
い
ひ
（「
名
将
」
に
見
消
符
号
を
付
し
「
弓
取
」

と
傍
記
）

［
明
］
実
も
よ
し
あ
る
古
跡
と
い
ひ

［
元
明
］
名
木
と
云

［
石
］
其
名
木
と
云
（「
其
」
は
朱
傍
記
。「
木
」
に
朱
の
見
消
符
号
を
付
す
）

［
元
］
と
し
と
し
に

［
石
］
年
々
にの
（「
に
」
に
朱
の
見
消
符
号
を
付
し
左
に
「
の
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
年
〳
〵
を

【
４
オ
】

［
元
］
や
た
け
心
の
花
に
ひ
く
ゆ
み
筆
の

［
石
］
や
た
け
心
の
花
に
ひ
く
弓
筆取
の
（「
筆
」
に
見
消
符
号
を
付
し
「
取
」

と
傍
記
）

［
明
］
此
さ
き
が
け
の
花
を
ひ
く
弓
筆
の

【
５
オ
】

［
元
明
］
咲
か
ぬ
る
薄
雪
の

［
石
］
咲
か
ぬね
てる

薄残
雪
の
（「
ぬ
る
」
に
朱
の
見
消
符
号
を
付
し
「
ね
て
」

と
朱
傍
記
、「
薄
」
に
見
消
符
号
を
付
し
「
残
」
と
傍
記
）

【
５
ウ
】

［
元
］
二
手
に
わ
け
範
頼
義
経
の

［
石
］
二
手
に
分
て
範
頼
義
経
の
（「
て
」
朱
傍
記
）

［
明
］
二
手
に
わ
け
て
範
頼
義
経
は

［
元
］
残
り
の
雪
の
し
ろ
た
え
に

［
石
］
残
り
の
雪
の
白
妙
に
（「
り
の
」
見
消
符
号
を
付
す
）

［
明
］
残
の
雪
も
し
き
た
へ
の

［
元
］
ね
く
ら
を
た
ゝ
ん
ま
な
つ
る
の

［
石
］
塒
を
た
た
む
ま
な
靏
の

［
明
］
ね
ぐ
ら
を
き
そ
ふ
白
鷺
の

【
６
オ
】
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［
元
石
］
漁
夫
の
舩
影
か
す
見
え
て
（「
漁
夫
」
は
い
ず
れ
も
胡
麻
点
二
つ

を
付
す
）

［
明
］
す
な
ど
り
舟
も
と
も
し
く
て

［
元
石
］
野
に
も
山
に
も
こ
き
よ
す
る
、
兵
舩
は
さ
な
か
ら
海
士
の
と
り

舩
も
か
く
や
ら
ん
（［
石
］
は
「
海
士
」
を
「
天
」
に
作
る
）

［
明
］
沖
も
渚
も
ひ
と
つ
ら
の
、
兵
舩
は
曹
操
が
赤
壁
の
陣
も
か
く
や
ら

む［
元
石
］
は
や
ゆ
ふ
は
へ
の
梅
の
は
な

［
明
］
は
や
夕
ば
へ
の
梅
の
花
、
〳
〵

［
元
明
］
一
夜
の
宿

［
石
］
一さ
こ
そ
は

夜
の
宿
（
朱
線
で
見
消
、「
さ
こ
そ
は
」
と
朱
傍
記
）

【
６
ウ
】

［
元
］
あ
る
し
と
思
し
め
さ
は

［
石
］
主
と
思
し
めな
さ
は
（「
め
」
朱
線
で
見
消
、「
な
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
あ
る
じ
と
お
ぼ
し
め
し
て

［
元
明
］
下
臥
に
待
給
へ

［
石
］下
伏
にこ
そ
し

ま
ち
給
へ（「
に
ま
ち
」朱
線
で
見
消
、「
こ
そ
し
」と
朱
傍
記
）

［
元
明
］
御
身
い
か
な
る

［
石
］
御さて
は身

い
か
な
る

［
元
明
］
つ
ゝ
む
へ
き

［
石
］
つ
ゝ
むま
ん
へ
き
（「
む
へ
き
」
見
消
符
号
を
付
し
、「
ま
ん
」
と
傍
記
）

［
元
石
］
い
ふ
暮
の

［
明
］
夕
月
の

［
元
石
］
縁
あ
り
て
、
一
樹
の
陰
の
花
の
え
ん
に

［
明
］
縁
あ
れ
ば
、
一
樹
の
陰
の
花
の
と
も

［
元
明
］
木
の
本
に

［
石
］
木
の
下
に
こ
そ
（「
木
の
」
朱
線
見
消
、「
こ
そ
」
は
朱
傍
記
）
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【
７
オ
】

［
元
］
此
花
よ
と
て
失
に
け
る

［
石
明
］
此
花
よ
と
て
そ
失
に
け
る

［
元
］
魄
は
陽
に
帰
り
、
魂
は
陰
に
残
る

［
石
］
魄魂
は
陽
に
帰
り
、
魂魄
は
陰
に
残
る
（「
魂
」「
魄
」
い
ず
れ
も
朱
線

で
見
消
し
て
朱
傍
記
）

［
明
］
魂
は
陽
に
帰
り
、
魄
は
陰
に
残
る

［
元
明
］
生
田
の
名
に
し
を
へ
り

［
石
］
生
田
の
川
の
名
に
し
お
へふる
（「
川
の
」
朱
傍
記
、「
へ
り
」
朱
線

見
消
し
て
「
ふ
」
と
朱
傍
記
）

【
７
ウ
】

［
元
］
紅
波
は

［
石
明
］
紅
波

【
８
オ
】

［
元
石
］
箙
に
梅
花
の
え
た
を
さ
し
（［
元
］「
箙
」
は
胡
麻
点
四
つ
、［
石
］

は
「
胡
簶
」）

［
明
］（
ナ
シ
）

［
元
明
］
ま
し
ま
す
そ

［
石
］
ま
し
ま
す
そか
（「
そ
」
に
見
消
符
号
を
付
し
、「
か
」
と
傍
記
）

［
元
明
］
つ
つ
む
へ
き

［
石
］
つ
ゝ
むま
んへ

き
（「
む
へ
き
」
に
見
消
符
号
を
付
し
、「
ま
ん
」
と
傍
記
）

［
元
明
］
陰
に

［
石
］
陰
に
来
り
（「
来
り
」
朱
傍
記
）

［
元
］
向
顔
を
な
す

［
石
］
向
顔
を
な
す
（「
向
顔
」
朱
線
見
消
）

［
明
］
申
な
り

［
元
］
は
く
れ
ひ
の
、
魂
に
う
つ
り
て

［
石
］
魄
灵
の遊
、魂
には
移かり
に
あ
ら
は
れ

り
て
（「
魄
霊
の
」
朱
線
見
消
、「
遊
」
と
朱
傍
記
。

「
に
」
に
朱
の
見
消
符
号
を
付
し
「
は
」
と
朱
傍
記
、「
移
り
て
」
朱
線
見
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消
、「
か
り
に
あ
ら
は
れ
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
魄
灵
の
、
是
迄
顕
れ

［
元
］
修
羅

［
石
］
敵
し
ゆ
ら（

朱
の
見
消
符
号
を
付
し
、「
し
ゆ
ら
」
と
朱
傍
記
）

［
明
］
敵

［
元
石
］
あ
れ
御
覧
せ
よ
御
ひ
し
り

［
石
］
あ
れ
御
覧
せ
よ
御
聖僧
（「
聖
」
に
朱
の
見
消
符
号
を
付
し
、「
僧
」

と
朱
傍
記
す
る
。「
僧
」
の
朱
字
は
薄
く
、
あ
る
い
は
摺
り
消
し
た
か
）

［
明
］
あ
れ
見
給
へ
や
御
僧
よ

【
８
ウ
】

［
元
明
］
ふ
り
か
ゝ
つ
て

［
石
］
降
懸
りツ
て
（「
り
」
朱
線
見
消
、「
ツ
」
と
朱
傍
記
）

［
元
］
天
地
か
へ
す

［
石
明
］
天
地
を
か
へ
す

［
元
］
紅
煙
の
籏

［
石
］
紅
焔閻
の
籏
（「
焔
」
の
左
に
「
閻
」
と
朱
記
し
て
朱
線
で
見
消
）

［
明
］
紅
焔
の
旗

【
９
ウ
】

［
元
石
］
郎
等
三
騎

［
明
］
郎
等
二
人

【
10
オ
】

［
元
明
］
よ
く
〳
〵
と
ひ
て

［
石
］
能
々あと
と

こ
そ

ひ
て
（「
々
」
に
見
消
符
号
を
付
し
「
あ
と
」
と
右
傍
記
、「
あ

と
」
を
朱
線
見
消
に
し
て
左
に
「
こ
そ
」
と
朱
傍
記
）

　
［
石
］
の
改
訂
結
果
が
［
元
］
と
異
な
り
［
明
］
と
一
致
す
る
の
は
、

２
ウ
の
（
以
下
［
明
］）「
名
に
て
候
」「
名
な
り
と
も
」、
３
オ
「
神
木
と

敬
せ
し
よ
り
此
か
た
」、
５
ウ
「
二
手
に
わ
け
て
」、
７
オ
「
魂
は
陽
に
帰

り
、
魄
は
陰
に
残
る
」、
８
オ
「
御
僧
」
な
ど
で
、［
石
］
の
元
の
本
文
が

［
元
］
と
異
な
り
［
明
］
と
一
致
す
る
７
ウ
「
紅
波
」、
８
ウ
「
天
地
を
か

へ
す
」な
ど
も
あ
る
も
の
の
、異
同
箇
所
全
体
か
ら
み
る
と
、［
石
］と［
明
］
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の
関
係
が
一
致
す
る
例
は
少
な
い
。
８
オ
で
［
石
］
が
「
魄
灵
の
、
魂
に

移
り
て
」
を
「
遊
魂
は
か
り
に
あ
ら
は
れ
」
に
直
し
て
い
る
箇
所
な
ど
は
、

意
味
の
上
で
は
［
明
］
の
「
魄
灵
の
、
是
迄
顕
れ
」
に
通
じ
る
改
訂
に
み

え
な
く
も
な
い
。
た
だ
し
、
全
体
的
に
は
、［
石
］
の
改
訂
が
［
明
］
と

は
異
な
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
と
い
え
る
。
な
お
、［
明
］
は
ワ
キ
の
着

台
詞
の
後
、［
元
石
］
の
よ
う
な
次
第
・
下
歌
・
上
歌
を
入
れ
ず
、
シ
テ

と
ワ
キ
の
問
答
の
冒
頭
も
［
元
石
］
と
異
な
る
独
自
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

四
、
小
括

　

本
稿
で
は
、
江
戸
城
西
丸
へ
の
献
上
識
語
を
持
つ
観
世
文
庫
の
〔
江
戸

中
期
〕
写
の
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
の
中
か
ら
五
曲
（
鷺
・
野
守
・

知
章
・
経
政
・
箙
）
を
取
り
あ
げ
、
元
禄
三
年
六
月
山
本
長
兵
衛
刊
本
や

明
和
改
正
謡
本
と
対
校
し
て
、本
文
を
検
討
し
た
。
こ
の
う
ち
、「
鷺
」「〔
野

守
〕」
の
二
曲
に
つ
い
て
は
、「
家
重
公
御
本
」
と
追
記
さ
れ
た
〔
室
町
期
〕

写
本
と
も
対
校
し
た
。

　
「
家
重
公
御
本
」
と
追
記
さ
れ
た
〔
室
町
期
〕
写
本
に
つ
い
て
は
、
前

稿
（
二
）
で
検
討
し
た
「
花
月
」
の
場
合
に
も
、
承
応
二
年
の
重
清
（
十

一
世
観
世
大
夫
、一
六
三
三
～
八
七
）
の
識
語
（
朱
）
と
、「
家
重
公
御
本
」

と
す
る
清
親
（
十
四
世
観
世
大
夫
）
の
識
語
（
紺
）
が
同
筆
で
書
か
れ
て

お
り
、
紺
筆
だ
け
で
な
く
朱
筆
に
よ
る
改
訂
も
含
め
た
本
文
が
、
西
丸
献

上
識
語
を
持
つ
紺
表
紙
謡
本
と
近
似
し
て
い
た
。「
鷺
」「〔
野
守
〕」
の
場

合
も（
前
者
に
つ
い
て
は
改
訂
書
入
れ
の
色
が
未
確
認
だ
が
）、複
数
色（
野

守
で
は
朱
と
紺
）
に
よ
る
改
訂
結
果
が
、
西
丸
献
上
識
語
を
持
つ
石
畳
艶

出
模
様
紺
表
紙
謡
本
の
本
文
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
重

清
の
段
階
で
の
本
文
が
清
親
に
引
き
継
が
れ
、
清
親
が
さ
ら
に
改
訂
を
施

し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

西
丸
献
上
識
語
を
持
つ
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
謡
本
と
明
和
改
正
謡
本

と
の
距
離
に
つ
い
て
は
、
前
稿
（
二
）
で
検
討
し
た
紺
表
紙
謡
本
の
場
合

と
同
様
、曲
に
よ
っ
て
差
が
出
る
結
果
と
な
っ
た
。「
知
章
」に
つ
い
て
は
、

見
消
改
訂
や
胡
粉
を
用
い
た
改
訂
の
結
果
が
明
和
改
正
謡
本
と
一
致
、
も

し
く
は
近
似
す
る
箇
所
が
複
数
あ
り
、
明
和
改
正
に
至
る
改
訂
を
示
す
過

渡
的
本
文
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
「
知
章
」
の

場
合
で
も
明
和
改
正
謡
本
独
自
の
本
文
は
多
い
。

　
「〔
野
守
〕」「
経
政
」「
箙
」
に
つ
い
て
は
、書
入
れ
に
よ
る
改
訂
結
果
に
、

元
禄
三
年
六
月
刊
本
と
も
明
和
改
正
謡
本
と
も
異
な
る
例
が
複
数
確
認
で

き
た
。
こ
れ
ら
は
、
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
よ
う
な
規
範
性
を
持
つ
に

は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
清
親
・
元
章
の
時
代
に
模
索
さ
れ
て
い
た
本
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文
改
訂
の
諸
相
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

観
世
文
庫
の
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
の
謡
本
に
つ
い
て
は
、
一
二
三
函

に
あ
る
版
本
八
十
冊
、
写
本
四
十
四
冊
が
最
大
の
一
群
を
な
し
て
い
る

（
一
部
に
は
観
世
元
章
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
）。
野
守
に
つ
い
て
は
、
西

丸
献
上
識
語
を
持
つ
謡
本
（
100
／
17
／
3
）
に
加
え
て
、
一
二
三
函
の
同

様
の
表
紙
の
写
本
一
冊
（
123
／
2
／
23
、
前
掲
知
章
と
も
本
文
同
筆
）
と

も
対
校
し
た
と
こ
ろ
、
両
者
の
本
文
が
近
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
以
前
、

一
二
三
函
の
石
畳
艶
出
模
様
紺
表
紙
刊
本
謡
本
「
芭
蕉
」（
123
／
1
／
9
）

に
朱
と
胡
粉
を
用
い
て
施
さ
れ
た
本
文
改
訂
が
、
明
和
改
正
謡
本
の
草
稿

的
性
格
を
持
つ
『
爐
雪
集
』
仁
に
含
ま
れ
る
「
芭
蕉
」
の
本
文
改
訂
と
も

近
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が6
、
観
世
文
庫
の
石
畳
艶
出
模
様
紺
表

紙
の
謡
本
に
つ
い
て
は
、
西
丸
献
上
識
語
を
持
た
な
い
も
の
も
含
め
、
明

和
改
正
謡
本
に
至
る
ま
で
の
模
索
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。

注１　

高
橋
悠
介
「
享
保
期
の
江
戸
城
西
丸
へ
の
謡
本
献
上
と
謡
曲
改
訂

（
一
）」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十
四
輯
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）。

同
（
二
）（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十
五
輯
、
二
〇
二
一
年
二
月
）

を
前
稿
（
二
）
と
す
る
。

２　

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
、『
観
世
』
三
九
巻
四
号
～
四

四
巻
二
号
、
一
九
七
二
年
四
月
～
一
九
七
七
年
二
月
）。

３　

室
町
末
期
筆
紺
表
紙
九
行
大
本
「
鷺
」
は
不
検
出
の
た
め
観
世
文
庫

蔵
の
写
真
帳
に
拠
る
。
モ
ノ
ク
ロ
の
写
真
の
た
め
、
書
入
れ
の
色
に

つ
い
て
は
言
及
し
な
い
。

４　

こ
れ
ら
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
鵜
澤
瑞
希
「
観
世
大
夫
の
子
ど
も
時

代
」（『
観
世
元
章
の
世
界
』
檜
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
に
詳
し
い
。

５　

こ
れ
ら
の
本
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
観
世
元
章
手
沢
・
石
畳

艶
出
模
様
紺
表
紙
一
番
綴
謡
本
の
周
辺
」（『
観
世
元
章
の
世
界
』
檜

書
店
、
二
〇
一
四
年
）
で
ふ
れ
た
。

６　

注
５
前
掲
論
文
。


